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　　　　　　　　　　　　　　　本号で公布された条例のあらまし

◇商業者等による地域貢献活動の推進に関する条例（条例第１号）
１　地域商業の活性化及び長期的な発展並びに安全で安心できる魅力あるまちづくりの推進を図り、もって

県民生活の向上及び地域社会の持続可能な発展に寄与することを目的とすることとした。
２　商業者等による地域貢献活動の推進に関する基本理念を定めることとした。
３　県の責務について定めることとした。
４　県は、市町村が実施する商業者等による地域貢献活動の推進に関する施策に協力するものとすることと

した。
５　商業者等及び県民の役割について定めることとした。
６　商業者等による地域貢献活動の推進に関する次の基本的な施策について定めることとした。
　⑴　商業者等による取組についての情報の収集及び提供
　⑵　商業者等に対する必要な情報の提供及び助言
　⑶　商業者等による地域貢献活動の推進のための広報及び啓発
７　一定の大規模小売店舗を設置する者による手続等について、次のとおり定めることとした。
　⑴　対象

　　小売業及び飲食店業を行うための店舗の用に供される床面積の合計が3,000㎡以上の大規模小売店舗
を新設する場合等

　⑵　主な手続の内容
　　ア　新設等の届出及び公表
　　イ　アの届出の内容を周知するための説明会の開催等
　　ウ　地域貢献計画の作成並びに市町村及び地域商業関係団体への意見の聴取等
　　エ　地域貢献計画の内容の周知及び意見の交換を行うための懇談会の開催等
　　オ　地域貢献活動の実施状況の報告
　　カ　オの報告について知事が行う市町村及び地域商業関係団体への意見の聴取等
　⑶　適用除外
　　　大規模小売店舗が名古屋市に所在する場合等
８　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。ただし、７については、同年７月１日から施

行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県スタートアップ支援拠点条例（条例第２号）
１　スタートアップ及びパートナー企業等に交流の機会及び事業の成長に資する支援を提供することによ

り、イノベーションの創出の促進並びにこれらの者の国際的な交流及び連携を図り、もって地域経済の発
展に資するため、スタートアップ支援拠点（以下「支援拠点」という。）を設置することとした。

２　支援拠点の名称及び位置並びに支援拠点における業務は、次のとおりとすることとした。
　⑴　名称
　　　STATION Ai
　⑵　位置
　　　名古屋市昭和区
　⑶　業務
　　ア　オフィス、会議室、研修室、イベントスペース、交流リビング、起業家及び経営者に関する展示施

設、駐車場、駐輪場その他の施設を利用させること。
　　イ　スタートアップの創出及び育成並びにスタートアップとパートナー企業等との協業及び連携に関

し、情報の提供、相談その他の必要な事業を行うこと。

○愛知県事務処理特例条例の一部を改正する条例
○愛知県スポーツ施設及び社会教育施設条例等の一部を改正

する条例
○愛知県証紙条例の一部を改正する条例
○愛知県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例
○愛知県立学校条例の一部を改正する条例
○愛知県暴力団排除条例の一部を改正する条例
○愛知県立愛知病院条例を廃止する条例
○あいち医療応援基金条例を廃止する条例
○新型コロナウイルス感染症対策中小企業金融支援基金条例

を廃止する条例
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３　支援拠点（起業家及び経営者に関する展示施設を除く。）の管理に関する業務のうち、支援拠点の利用

の許可等に係る業務を指定管理者に行わせることとした。
４　次に掲げる者は、支援拠点の利用について、指定管理者の許可を受けなければならないこととした。
　⑴　支援拠点のオフィスを利用しようとするスタートアップ又はパートナー企業等

⑵　支援拠点の会議室、研修室、駐車場若しくは駐輪場を利用しようとする者又は支援拠点のイベントス
ペース若しくは交流リビングの専用利用をしようとする者

５　４の許可を受けた者が納付すべき利用料金について定めることとした。
６　支援拠点の利用者の義務について定めることとした。
７　支援拠点の利用の許可の取消し及び利用の中止命令について定めることとした。
８　４の許可に付けられた条件に違反して支援拠点を利用した者等に対して過料を科することとした。
９　この条例に定めるもののほか、支援拠点の管理に関し必要な事項は、規則で定めることとした。
10　その他必要な規定の整備を行うこととした。
11　この条例は、令和６年10月１日から施行することとした。ただし、一部については、公布の日から施行

することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県豊橋浄水場の公共施設等運営権に係る実施方針に関する条例（条例第３号）
１　水道用水供給事業の用に供する浄水場として豊橋市東小鷹野二丁目に再整備をする愛知県豊橋浄水場に

ついて、公共施設等運営権制度を導入するため、公共施設等運営権に係る実施方針に関し必要な事項とし
て次の事項を定めることとした。
⑴　愛知県豊橋浄水場の運営等の業務を実施する民間事業者の選定の手続
⑵　公共施設等運営権者が行う愛知県豊橋浄水場の運営等の基準
⑶　公共施設等運営権者が行う業務の範囲
⑷　公共施設等運営権者が収受する利用料金に関する事項

２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇公立学校情報機器整備基金条例（条例第４号）
１　公立学校における情報機器の整備に必要な財源を確保するため、公立学校情報機器整備基金を設けるこ

ととした。
２　基金として積み立てる金額は、一般会計歳入歳出予算で定める額とすることとした。
３　その他基金の管理及び処分に関し必要な事項を定めることとした。
４　この条例は、令和６年４月１日から施行することとし、令和11年６月30日限り、その効力を失うことと

した。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県局設置条例の一部を改正する条例（条例第５号）
１　水道事業の認可等に関する事務を保健医療局から建設局に移管することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県港湾管理条例等の一部を改正する条例（条例第６号）
１　地方自治法及び地方自治法施行令の一部改正に伴い、次の条例について、規定の整理を行うこととした。
　⑴　愛知県港湾管理条例
　⑵　愛知県レクリエーシヨン施設条例
　⑶　愛知県技術開発交流センター条例
　⑷　愛知県労働者福祉施設条例
　⑸　愛知県スポーツ施設及び社会教育施設条例
　⑹　愛知県奥三河総合センター条例
　⑺　愛知県児童厚生施設条例
　⑻　愛知県女性総合センター条例
　⑼　あいち健康の森健康科学総合センター条例
　⑽　愛知県産業労働センター条例
　⑾　愛知県国際展示場条例
　⑿　愛知県医療療育センター条例
　⒀　監査委員に関する条例
　⒁　知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇住民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例（条例第７号）
１　住民基本台帳法の一部改正に伴い、愛知県個人情報保護審議会を附票本人確認情報の保護に関する審議

会に位置付けることとした。
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２　その他必要な規定の整備を行うこととした。
３　この条例は、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素

化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部を改正する法
律附則第１条第10号に掲げる規定の施行の日から施行することとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　
◇行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関す

る条例の一部を改正する条例（条例第８号）
１　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、同法から

引用している事務及び特定個人情報を定め直すこととした。
２　この条例は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正

する法律の施行の日等から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県手数料条例の一部を改正する条例（条例第９号）
１　新たに中学校入学検定手数料始め４手数料を徴収することとし、その額を定めることとした。
２　危険物取扱作業保安講習手数料始め５手数料の額を改定することとした。
３　警備業認定証書換え手数料始め12手数料を廃止することとした。
４　その他必要な規定の整備を行うこととした。
５　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。ただし、２の一部については同年５月１日か

ら、４の一部については公布の日又は大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律の施
行の日から施行することとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県県税条例の一部を改正する条例（条例第10号）
１　防災事業を推進するため、法人の事業税の税率の特例措置の適用期間を令和10年１月31日まで延長する

こととした。
２　その他必要な規定の整備を行うこととした。
３　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県職員定数条例の一部を改正する条例（条例第11号）
１　知事の事務部局の職員等の定数を変更することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例（条例第12号） 
１　国立大学法人法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。ただし、一部については、公布の日から施行

することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（条例第13号）
１　地方自治法の一部改正に伴い、在宅勤務等手当の支給に関する規定の整備を行うこととした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（条例第14号）
１　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部改正に伴い、社会福祉業務手当の支給対象に、精神保

健福祉センターに勤務する職員が人事委員会規則で定める者に対する相談及び援助の業務に従事した場合
を追加することとした。

２　その他必要な規定の整理を行うこととした。
３　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇知事等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第15号）
１　知事等の給与の一部を減額する特例措置の適用期間を令和７年３月31日まで延長することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県行政機関設置条例の一部を改正する条例（条例第16号）
１　愛知県女性相談センターの名称を愛知県女性相談支援センターに変更することとした。
２　その他必要な規定の整理を行うこととした。
３　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇婦人保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（条例第17号）
１　困難な問題を抱える女性への支援に関する法律の制定及び売春防止法の一部改正等に伴い、規定の整理
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を行うこととした。

２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇指定通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例及び愛知県医療療育センター条例

の一部を改正する条例（条例第18号）
１　児童福祉法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇養護老人ホーム等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（条例第19号）
１　養護老人ホームの設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、養護老人ホーム等の利用者の人権の

擁護、虐待の防止等のための必要な体制の整備及び従業者に対する研修等の措置について義務化すること
とした。

２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇指定居宅サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例（条例

第20号） 
１　指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、指定居宅サービス

等の利用者の人権の擁護、虐待の防止等のための必要な体制の整備及び従業者に対する研修等の措置につ
いて義務化することとした。

２　その他必要な規定の整備を行うこととした。
３　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県看護修学資金貸与条例の一部を改正する条例（条例第21号） 
１　児童福祉法及び母子保健法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県看護師養成施設条例の一部を改正する条例（条例第22号）
１　県立愛知看護専門学校を廃止することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第三十八条の二第三項に規定する任意入院者の症状等の報告に

関する条例の一部を改正する条例（条例第23号）
１　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇後期高齢者医療財政安定化基金条例の一部を改正する条例（条例第24号）
１　県が基金に充てるため愛知県後期高齢者医療広域連合から徴収する拠出金の額の算定に係る割合を変更

することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇薬物の濫用の防止に関する条例の一部を改正する条例（条例第25号）
１　大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律の施行の日から施行するこ

ととした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県国際展示場条例の一部を改正する条例（条例第26号）
１　愛知県国際展示場の駐車場・屋外展示等用地使用料の額を改定することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県流域下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（条例第27号）
１　日光川下流流域下水道の流域関連公共下水道の予定処理区域の存する市町に稲沢市を加えることとし

た。
２　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県漁港管理条例等の一部を改正する条例（条例第28号）
１　漁港漁場整備法等の一部改正に伴い、次の条例について、規定の整理を行うこととした。
　⑴　愛知県漁港管理条例
　⑵　愛知県漁港土砂採取料等徴収条例
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　⑶　愛知県臨港地区分区内構築物規制条例
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。ただし、一部については、公布の日から施行

することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県名古屋飛行場条例の一部を改正する条例（条例第29号）
１　愛知県名古屋飛行場に本拠を置く国内定期航空運送事業者のコミューター航空機の着陸料を３分の１に

する特例の期間を３年間延長することとした。
２　愛知県名古屋飛行場に本拠を置く国内定期航空運送事業者の利用に係る業務用施設使用料の特例措置の

期間を３年間延長することとした。
３　コミューター航空機の旅客の一般駐車に係る駐車場使用料の特例措置の期間を３年間延長することとし

た。
４　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県県営住宅条例の一部を改正する条例（条例第30号）
１　里子等と同居する者について、県営住宅への入居を可能とすることとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県建築基準条例の一部を改正する条例（条例第31号）
１　地下街の構造及び設備の状況により避難上支障がないと知事が認める場合は、地下街の構造の制限に関

する規定を適用しないこととした。
２　建築基準法施行令に基づき地下街の構造及び設備の制限に関する条例を市町村が制定している場合に

は、当該市町村の条例に規定する事項と同一の事項に係る規定を適用しないこととした。
３　その他必要な規定の整理を行うこととした。
４　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県事務処理特例条例の一部を改正する条例（条例第32号）
１　建築基準法施行令の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県スポーツ施設及び社会教育施設条例等の一部を改正する条例（条例第33号）
１　愛知県新体育館のアリーナ附属施設等の利用料金の基準額を定めることとした。
２　愛知県青年の家を廃止することとした。
３　その他必要な規定の整備を行うこととした。
４　この条例は、公布の日から施行することとした。ただし、２については、令和６年４月１日から施行す

ることとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県証紙条例の一部を改正する条例（条例第34号）
１　指定納付受託者に手数料の納付を委託する場合には、証紙による収入の方法によらないこととすること

とした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（条例第35号）
１　水道料金のうち使用料金の額を引き上げることとした。
２　この条例は、令和６年10月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県立学校条例の一部を改正する条例（条例第36号）
１　愛知県立明和高等学校附属中学校、愛知県立半田高等学校附属中学校、愛知県立津島高等学校附属中学

校及び愛知県立刈谷高等学校附属中学校を設置することとした。
２　愛知県立とよはし中学校を設置することとした。
３　愛知県立御津あおば高等学校に通信制課程を設置することとした。
４　愛知県立豊野高等学校、愛知県立佐屋高等学校及び愛知県立武豊高等学校に定時制課程及び通信制課程

を設置することとした。
５　この条例は、令和７年４月１日から施行することとした。ただし、２については、令和６年６月１日か

ら施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県暴力団排除条例の一部を改正する条例（条例第37号）
１　次の行為を禁止することとした。
　⑴　暴力団員が、自らが暴力団員である事実を隠蔽する目的で、他人の名義を利用すること。



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-7-

第489号
　⑵　⑴に違反することを知って、暴力団員に自己又は他人の名義を利用させること。
２　祭礼等の主催者及びその運営に携わる者は、暴力団又は暴力団員等を祭礼等に関与させないことその他

の暴力団の排除のために必要な措置を講ずるよう努めることとした。
３　暴力団事務所の開設及び運営の禁止区域として、第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、

第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、
田園住居地域、近隣商業地域、商業地域、準工業地域及び工業地域を追加することとした。

４　暴力団排除特別区域における特定事業者として規制する対象として、次の者を追加することとした。
　⑴　風俗営業、飲食店営業等に該当する事業に関し、客となるように勧誘する事業を行う者
　⑵　風俗営業、飲食店営業等に該当する事業に関し、人に呼び掛けて、又はビラ、パンフレットその他の

物品を配布して、若しくは提示して客となるように誘引する事業を行う者
　⑶　風俗営業、飲食店営業等に該当する事業に係る役務に従事するように勧誘する事業を行う者
　⑷　写真又は映像の被写体となる役務であって、対価を伴うものに従事するように勧誘する事業を行う者
５　公安委員会による措置として、次の措置を定めることとした。
　⑴　１に違反する行為をした疑いがあると認められる者その他の関係者に対する資料の提出要求
　⑵　１に違反する行為があった場合における当該行為をした者に対する勧告
　⑶　⑴又は⑵に違反する行為をした者の氏名等の公表
　⑷　３の区域内で暴力団事務所の開設若しくは運営をした疑いがあると認められる者その他の関係者に対

する資料の提出要求又は警察職員による立入検査
　⑸　３の区域内で暴力団事務所の開設又は運営をする者に対する暴力団事務所の開設又は運営の中止命令
６　次の場合について、１年以下の懲役又は50万円以下の罰金を科することとした。
　⑴　４の者が、暴力団員から用心棒の役務の提供を受け、又は暴力団員に対して用心棒の役務の提供を受

けることの対償として、若しくはその事業を行うことを暴力団員が容認することの対償として利益の供
与をした場合

　⑵　暴力団員が、４の者に対して用心棒の役務の提供をし、又は４の者から用心棒の役務の提供をするこ
との対償として、若しくはその事業を行うことを容認することの対償として利益の供与を受けた場合

　⑶　５⑸の中止命令に違反した場合
７　５⑷の資料の提出要求又は立入検査の拒否等をした場合について、20万円以下の罰金を科することと

した。
８　この条例は、令和６年６月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県立愛知病院条例を廃止する条例（条例第38号）
１　愛知県立愛知病院を廃止することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇あいち医療応援基金条例を廃止する条例（条例第39号）
１　あいち医療応援基金を廃止することとした。
２　この条例は、令和６年４月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇新型コロナウイルス感染症対策中小企業金融支援基金条例を廃止する条例（条例第40号）
１　新型コロナウイルス感染症対策中小企業金融支援基金を廃止することとした。
２　この条例は、公布の日から施行することとした。
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条 例

　 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 一 号

　　　 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る 条 例

目 次

　 第 一 章　 総 則 （ 第 一 条 ― 第 七 条 ）

　 第 二 章　 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策 （ 第 八 条 ・ 第 九 条 ）

　 第 三 章　 一 定 の 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 す る 者 に よ る 手 続 等 （ 第 十 条 ― 第 十 九 条 ）

　 第 四 章　 雑 則 （ 第 二 十 条 ）

　 附 則

　　　 第 一 章　 総 則

　 （ 目 的 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に つ い て 、 基 本 理 念 を 定 め 、 並 び に 県

の 責 務 並 び に 商 業 者 等 及 び 県 民 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 県 の 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を

定 め 、 併 せ て 一 定 の 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 す る 者 に よ る 地 域 貢 献 活 動 を 推 進 す る た め の 措 置 を

講 ず る こ と に よ り 、 地 域 商 業 の 活 性 化 及 び 長 期 的 な 発 展 並 び に 安 全 で 安 心 で き る 魅 力 あ る ま ち

づ く り の 推 進 を 図 り 、 も っ て 県 民 生 活 の 向 上 及 び 地 域 社 会 の 持 続 可 能 な 発 展 に 寄 与 す る こ と を

目 的 と す る 。

　 （ 定 義 ）

第 二 条　 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ

に よ る 。

一　 商 業 者 等　 商 業 者 （ 小 売 業 又 は サ ー ビ ス 業 に 属 す る 事 業 を 営 む 者 及 び 当 該 事 業 の 用 に 供 す

る た め の 施 設 を 設 置 す る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 地 域 商 業 関 係 団 体 （ 商 店 街 振 興 組 合 、 商

工 会 、 商 工 会 議 所 そ の 他 商 業 者 が 組 織 す る 公 共 的 な 団 体 又 は そ の 連 合 体 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

を い う 。

二　 地 域 貢 献 活 動　 地 域 社 会 に 貢 献 す る 自 発 的 な 活 動 を い う 。

三　 大 規 模 小 売 店 舗　 大 規 模 小 売 店 舗 立 地 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 九 十 一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 大 規 模 小 売 店 舗 を い う 。

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条　 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 は 、 県 、 市 町 村 、 商 業 者 等 及 び 地 域 の 多 様 な 主 体 の
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連 携 並 び に 商 業 者 等 の 相 互 の 連 携 を 図 り な が ら 、 地 域 社 会 の 持 続 可 能 な 発 展 を 目 指 し て 行 わ れ

な け れ ば な ら な い 。

２　 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 は 、 県 民 の 理 解 と 協 力 の 下 に 、 地 域 の 特 性 に 応 じ て 継 続

的 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

　 （ 県 の 責 務 ）

第 四 条　 県 は 、 前 条 に 定 め る 基 本 理 念 に の っ と り 、 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る

施 策 を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

　 （ 市 町 村 に 対 す る 協 力 ）

第 五 条　 県 は 、 市 町 村 が 実 施 す る 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る も

の と す る 。

　 （ 商 業 者 等 の 役 割 ）

第 六 条　 商 業 者 等 は 、 地 域 社 会 を 構 成 す る 一 員 と し て の 社 会 的 な 責 任 を 自 覚 し 、 そ の 事 業 活 動 を

通 じ て 、 地 域 商 業 の 活 性 化 に 資 す る よ う 努 め る と と も に 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 、 地 域 貢 献 活 動 を

行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

２　 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 す る 者 は 、 大 規 模 小 売 店 舗 が そ の 周 辺 の 地 域 に 及 ぼ す 影 響 が 大 き い こ

と に 鑑 み 、 当 該 地 域 の 多 様 な 主 体 と 連 携 を 図 り な が ら 、 主 体 的 か つ 積 極 的 に 地 域 貢 献 活 動 を 行

う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

３　 商 業 者 は 、 地 域 商 業 の 活 性 化 及 び 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 の た め 、 店 舗 が 所 在 す

る 地 域 の 地 域 商 業 関 係 団 体 へ の 加 入 そ の 他 の 方 法 に よ り 、 相 互 に 連 携 を 図 る よ う 努 め る も の と

す る 。

　 （ 県 民 の 役 割 ）

第 七 条　 県 民 は 、 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 に つ い て 理 解 を 深 め る よ う 努 め る と と も に 、 商 業

者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

　　　 第 二 章　 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策

　 （ 情 報 の 提 供 等 ）

第 八 条　 県 は 、 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 関 す る 取 組 に つ い て の 情 報 の 収 集 及 び 提 供

を 行 う も の と す る 。

２　 県 は 、 市 町 村 と 連 携 を 図 り な が ら 、 商 業 者 等 に 対 し 、 地 域 貢 献 活 動 を 推 進 す る た め に 必 要 な

情 報 の 提 供 及 び 助 言 を 行 う も の と す る 。

　 （ 広 報 及 び 啓 発 ）

第 九 条　 県 は 、 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 重 要 性 に つ い て の 商 業 者 等 及 び 県 民 の 理 解 を 深 め

る と と も に 、 商 業 者 等 に よ る 地 域 貢 献 活 動 の 推 進 に 資 す る た め 、 広 報 及 び 啓 発 を 行 う も の と す

る 。

　　　 第 三 章　 一 定 の 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 す る 者 に よ る 手 続 等
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　 （ 新 設 等 の 届 出 等 ）

第 十 条　 法 届 出 予 定 者 の う ち 、 大 規 模 小 売 店 舗 で あ っ て そ の 建 物 内 の 店 舗 面 積 等 （ 法 第 二 条 第 一

項 に 規 定 す る 店 舗 面 積 （ 以 下 「 店 舗 面 積 」 と い う 。 ） 及 び 飲 食 店 業 を 行 う た め の 店 舗 の 用 に 供 さ

れ る 床 面 積 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 合 計 が 三 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の の 新 設 （ 建 物 の 床 面 積 を

変 更 し 、 又 は 既 存 の 建 物 の 全 部 若 し く は 一 部 の 用 途 を 変 更 す る こ と に よ り 大 規 模 小 売 店 舗 と な

る 場 合 で あ っ て 、 そ の 建 物 内 の 店 舗 面 積 等 の 合 計 が 三 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る と き を 含 む 。

以 下 同 じ 。 ） を す る 者 （ 同 項 に 規 定 す る 小 売 業 を 行 う た め の 店 舗 の 用 に 供 し 、 又 は 供 さ せ る た め

そ の 建 物 の 一 部 を 新 設 す る 者 又 は 設 置 し て い る 者 が あ る と き は 、 そ の 者 を 含 む 。 ） 又 は 大 規 模 小

売 店 舗 （ こ の 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 新 設 又 は 変 更 を さ れ た 大 規 模 小 売 店 舗 で あ っ て 、 そ の

建 物 内 の 店 舗 面 積 等 の 合 計 が 三 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る も の を 除 く 。 ） 内 の 店 舗 面 積 等 の 合 計

を 三 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 増 加 さ せ る 変 更 を す る 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る

事 項 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

　 一　 大 規 模 小 売 店 舗 の 名 称 及 び 所 在 地

　 二　 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 す る 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 並 び に 法 人 に あ っ て は 代 表 者 の 氏 名

　 三　 当 該 新 設 又 は 変 更 を す る 日

　 四　 大 規 模 小 売 店 舗 内 の 店 舗 面 積 の 合 計

　 五　 地 域 貢 献 活 動 の 実 施 に 関 す る 基 本 的 な 方 針

六　 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 大 規 模 小 売 店 舗 の 概 要 並 び に 施 設 （ 法 第 四 条 第 二 項 第 二 号 に

規 定 す る 施 設 を い う 。 ） の 配 置 及 び 運 営 方 法 に 関 す る 事 項 に 関 し 規 則 で 定 め る 事 項

２　 前 項 に お い て 「 法 届 出 予 定 者 」 と は 、 次 に 掲 げ る 届 出 を す る 者 を い う 。

一　 法 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出

二　 法 第 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 （ 法 第 五 条 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 に 係 る も の に 限

る 。 ）

三　 法 附 則 第 五 条 第 一 項 （ 同 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 届 出 （ 法 第

五 条 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更 に 係 る も の に 限 る 。 ）

３　 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 次 に 掲 げ る 日 の い ず れ か 早 い 日 ま で に し な け れ ば な ら な い 。

一　 前 項 各 号 に 掲 げ る 届 出 を す る 日 の 三 月 前 の 日 

二　 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 六 条 第 一 項 又 は 第 六 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に

よ る 確 認 を 受 け な け れ ば な ら な い と き は 、 当 該 確 認 の 申 請 を す る 日 の 三 月 前 の 日

三　 農 地 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 二 十 九 号 ） 第 四 条 第 一 項 又 は 第 五 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け

な け れ ば な ら な い と き は 、 当 該 許 可 の 申 請 の 日

四　 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 百 号 ） 第 二 十 九 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 許 可 を 受 け な け れ

ば な ら な い と き は 、 当 該 許 可 の 申 請 の 日 

４　 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に は 、 規 則 で 定 め る 書 類 （ 以 下 「 添 付 書 類 」 と い う 。 ） を 添 付 し な け



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-11-

第489号

れ ば な ら な い 。

５　 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方

法 に よ り 、 そ の 内 容 を 公 表 す る も の と す る 。

６　 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 者 は 、 当 該 届 出 に 係 る 新 設 又 は 変 更 を 取 り や め た と き は 、 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

　 （ 説 明 会 の 開 催 等 ）

第 十 一 条　 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 届 出 を し

た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 一 月 以 内 に 、 当 該 届 出 に 係 る 大 規 模 小 売 店 舗 の 所 在 地 の 属 す る 市 町 村

（ 以 下 「 所 在 市 町 村 」 と い う 。 ） 内 に お い て 、 当 該 届 出 及 び 添 付 書 類 の 内 容 を 周 知 さ せ る た め の

説 明 会 （ 以 下 「 説 明 会 」 と い う 。 ） を 開 催 し な け れ ば な ら な い 。

２　 前 項 の 規 定 に よ り 説 明 会 を 開 催 す る 者 （ 以 下 「 説 明 会 開 催 者 」 と い う 。 ） は 、 説 明 会 の 開 催 を

予 定 す る 日 の 七 日 前 ま で に 、 説 明 会 を 開 催 す る 旨 を 地 域 住 民 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３　 説 明 会 開 催 者 は 、 天 災 、 交 通 の 途 絶 そ の 他 説 明 会 開 催 者 の 責 め に 帰 す る こ と が で き な い 事 由

に よ り 説 明 会 を 開 催 す る こ と が で き な い と き は 、 説 明 会 を 開 催 す る こ と を 要 し な い 。 こ の 場 合

に お い て 、 説 明 会 開 催 者 は 、 文 書 を 配 布 す る こ と 等 に よ り 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 及 び

添 付 書 類 の 内 容 を 周 知 さ せ る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

４　 説 明 会 開 催 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 説 明 会 の 開 催 の 状 況 を 知 事 に 報 告 し な け れ ば

な ら な い 。

　 （ 地 域 貢 献 計 画 の 作 成 等 ）

第 十 二 条　 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 者 は 、 当 該 届 出 に 係 る 新 設 又 は 変 更 を す る 日 の

六 月 前 ま で に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 地 域 貢 献 活 動 の 実 施 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 地 域 貢

献 計 画 」 と い う 。 ） を 作 成 し 、 第 三 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 の 状 況 を 記 載 し た 書 面 と と も に 、

知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２　 前 項 の 地 域 貢 献 計 画 は 、 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 新 設 又 は 変 更 を す る 日 か ら 当

該 日 の 属 す る 年 度 か ら 起 算 し て 五 年 目 の 年 度 の 末 日 ま で の 期 間 を 計 画 期 間 と し て 作 成 す る も の

と す る 。

３　 第 一 項 の 規 定 に よ る 地 域 貢 献 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 所 在 市 町 村 及 び 地 域 商 業 関 係 団 体 の

意 見 を 聴 く も の と す る 。

４　 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 域 貢 献 計 画 を 提 出 し た 者 は 、 当 該 地 域 貢 献 計 画 に お け る 地 域 貢 献 活 動

の 内 容 を 変 更 し た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 遅 滞 な く 、 変 更 後 の 地 域 貢 献 計 画 を 知

事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

５　 知 事 は 、 第 一 項 及 び 前 項 の 規 定 に よ る 提 出 が あ っ た と き は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の

適 切 な 方 法 に よ り 、 そ の 内 容 （ 第 三 項 の 規 定 に よ る 意 見 の 聴 取 の 状 況 を 除 く 。 ） を 公 表 す る も の

と す る 。
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　 （ 懇 談 会 の 開 催 等 ）

第 十 三 条　 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 域 貢 献 計 画 を 提 出 し た 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

当 該 地 域 貢 献 計 画 を 提 出 し た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 二 月 以 内 に 、 所 在 市 町 村 内 に お い て 、 当 該

地 域 貢 献 計 画 の 内 容 を 周 知 さ せ 、 及 び こ れ に つ い て 意 見 の 交 換 を す る た め の 懇 談 会 （ 以 下 「 懇

談 会 」 と い う 。 ） を 開 催 し な け れ ば な ら な い 。

２　 前 項 の 規 定 に よ り 懇 談 会 を 開 催 す る 者 （ 以 下 「 懇 談 会 開 催 者 」 と い う 。 ） は 、 懇 談 会 の 開 催 を

予 定 す る 日 の 七 日 前 ま で に 、 懇 談 会 を 開 催 す る 旨 を 地 域 住 民 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３　 懇 談 会 開 催 者 は 、 天 災 、 交 通 の 途 絶 そ の 他 懇 談 会 開 催 者 の 責 め に 帰 す る こ と が で き な い 事 由

に よ り 懇 談 会 を 開 催 す る こ と が で き な い と き は 、 懇 談 会 を 開 催 す る こ と を 要 し な い 。 こ の 場 合

に お い て 、 懇 談 会 開 催 者 は 、 文 書 を 配 布 す る こ と 等 に よ り 、 前 条 第 一 項 の 地 域 貢 献 計 画 の 内 容

を 周 知 さ せ る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

４　 懇 談 会 開 催 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 懇 談 会 の 開 催 の 状 況 を 知 事 に 報 告 し な け れ ば

な ら な い 。

　 （ 地 域 貢 献 活 動 の 実 施 状 況 の 報 告 ）

第 十 四 条　 第 十 二 条 第 一 項 又 は 第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 域 貢 献 計 画 を 提 出 し た 者 は 、 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 前 年 度 に お け る 地 域 貢 献 活 動 の 実 施 の 状 況 を 知 事 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。 た だ し 、 当 該 地 域 貢 献 計 画 に 係 る 大 規 模 小 売 店 舗 に つ い て 法 第 六 条 第 五 項 の 規 定 又 は

第 十 七 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

２　 第 十 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 報 告 に つ い て 準 用 す る 。

　 （ 地 域 貢 献 活 動 の 実 施 状 況 の 報 告 に 係 る 意 見 の 聴 取 等 ）

第 十 五 条　 知 事 は 、 地 域 貢 献 計 画 の 計 画 期 間 の 中 間 年 度 に 係 る 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 内

容 に つ い て 所 在 市 町 村 及 び 地 域 商 業 関 係 団 体 の 意 見 を 聴 く と と も に 、 そ の 意 見 の 聴 取 の 状 況 を

当 該 報 告 を し た 者 に 通 知 す る も の と す る 。

　 （ 次 期 地 域 貢 献 計 画 の 作 成 等 ）

第 十 六 条　 第 十 二 条 第 一 項 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 地 域 貢 献 計 画 を 提 出 し た 者 は 、 当 該 地 域 貢 献

計 画 の 計 画 期 間 の 末 日 ま で に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 末 日 の 翌 日 の 属 す る 年 度 か ら

起 算 し て 五 年 目 の 年 度 の 末 日 ま で の 期 間 を 計 画 期 間 と し て 新 た な 地 域 貢 献 計 画 を 作 成 し 、 知 事

に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 一 項 又 は こ の 項 の 規 定 に よ り 提 出 し た 地 域 貢 献 計

画 に 係 る 大 規 模 小 売 店 舗 に つ い て 法 第 六 条 第 五 項 の 規 定 又 は 次 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し

た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

２　 前 項 の 規 定 に よ る 地 域 貢 献 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 前 条 の 意 見 の 聴 取 の 状 況 を 踏 ま え る と

と も に 、 所 在 市 町 村 及 び 地 域 商 業 関 係 団 体 の 意 見 を 聴 く よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

３　 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 域 貢 献 計 画 を 提 出 し た 者 に つ い て 準 用 す る 。

４　 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 及 び 前 項 に お い て 準 用 す る 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 提 出 が あ っ た
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と き は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 、 そ の 内 容 を 公 表 す る も の と す る 。

　 （ 撤 退 等 の 届 出 等 ）

第 十 七 条　 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 新 設 又 は 変 更 を さ れ た 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 し

て い る 者 は 、 撤 退 等 （ 当 該 大 規 模 小 売 店 舗 に お い て 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 小 売 業 を 行 う 者

の 全 て を 変 更 す る こ と 、 当 該 大 規 模 小 売 店 舗 を 相 当 の 期 間 休 止 す る こ と 又 は 当 該 大 規 模 小 売 店

舗 内 の 店 舗 面 積 の 合 計 を 法 第 三 条 第 一 項 の 基 準 面 積 以 下 と す る こ と を い う 。 第 三 項 に お い て 同

じ 。 ） を 決 定 し た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 速 や か に 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ

ば な ら な い 。

２　 第 十 条 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て 準 用 す る 。

３　 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 者 は 、 撤 退 等 が そ の 大 規 模 小 売 店 舗 の 周 辺 の 地 域 に 及 ぼ す 影

響 が 大 き い こ と に 鑑 み 、 当 該 地 域 の 住 民 に 対 し て 早 期 に 必 要 な 情 報 の 提 供 を 行 う と と も に 、 当

該 地 域 の 生 活 環 境 の 悪 化 の 防 止 等 に 十 分 に 配 慮 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

４　 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 新 設 又 は 変 更 を さ れ た 大 規 模 小 売 店 舗 を 設 置 し て い る

者 は 、 当 該 大 規 模 小 売 店 舗 内 の 店 舗 面 積 等 の 合 計 を 三 千 平 方 メ ー ト ル 未 満 と し た と き は 、 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 大

規 模 小 売 店 舗 内 の 店 舗 面 積 の 合 計 を 法 第 三 条 第 一 項 の 基 準 面 積 以 下 と す る こ と を 決 定 し た 旨 の

第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

　 （ 承 継 ）

第 十 八 条　 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 又 は 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 提 出 を し た 者 か ら 当 該 届 出 又 は 提 出 に 係 る 大 規 模 小 売 店 舗 を 譲 り 受 け た 者 は 、 当 該 大 規 模

小 売 店 舗 に 係 る 当 該 届 出 又 は 提 出 を し た 者 の 地 位 を 承 継 す る 。

２　 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 又 は 第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 提

出 を し た 者 に つ い て 相 続 、 合 併 又 は 分 割 （ 当 該 届 出 又 は 提 出 に 係 る 大 規 模 小 売 店 舗 を 承 継 さ せ

る も の に 限 る 。 ） が あ っ た と き は 、 相 続 人 、 合 併 後 存 続 す る 法 人 若 し く は 合 併 に よ り 設 立 し た 法

人 又 は 分 割 に よ り 当 該 大 規 模 小 売 店 舗 を 承 継 し た 法 人 は 、 当 該 届 出 又 は 提 出 を し た 者 の 地 位 を

承 継 す る 。

　 （ 適 用 除 外 ）

第 十 九 条　 こ の 章 の 規 定 は 、 大 規 模 小 売 店 舗 が 名 古 屋 市 に 所 在 す る 場 合 は 、 適 用 し な い 。

２　 所 在 市 町 村 が 、 第 十 二 条 か ら 第 十 六 条 ま で の 規 定 と 同 等 以 上 の 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る

も の と し て 規 則 で 定 め る 条 例 を 制 定 し て い る 市 町 村 で あ る 場 合 は 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な

い 。

　　　 第 四 章　 雑 則

　 （ 規 則 へ の 委 任 ）

第 二 十 条　 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。
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　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 章 及 び 次 項 の 規 定 は 、 同 年 七 月

一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 第 十 条 第 一 項 、 第 十 一 条 第 一 項 若 し く は 第 四 項 、

第 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第 四 項 （ 第 十 六 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 十 三 条 第

一 項 若 し く は 第 四 項 、 第 十 四 条 第 一 項 又 は 第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 （ 以 下 「 第 十 条 第 一 項 等 の 規

定 」 と い う 。 ） に よ る 届 出 、 説 明 会 若 し く は 懇 談 会 の 開 催 、 報 告 又 は 提 出 に 準 ず る 手 続 そ の 他 の

行 為 を す る こ と を 求 め る 愛 知 県 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 七 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 三 十 四 条 に

規 定 す る 行 政 指 導 で 知 事 が 定 め る も の に 従 っ て さ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 （ 前 項 た だ し 書 に 規 定

す る 規 定 の 施 行 の 際 、 現 に 設 置 さ れ て い る 大 規 模 小 売 店 舗 で あ っ て そ の 建 物 内 の 店 舗 面 積 の 合

計 が 三 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の 、 新 設 が 予 定 さ れ て い る 大 規 模 小 売 店 舗 （ そ の 建 物 内 の 店 舗

　 面 積 等 の 合 計 が 三 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の に 限 る 。 ） 又 は そ の 建 物 内 の 店 舗 面 積 等 の 合 計 を 三

　 千 平 方 メ ー ト ル 以 上 増 加 さ せ る 変 更 が 予 定 さ れ て い る 大 規 模 小 売 店 舗 に 係 る も の に 限 る 。 ） は 、

そ れ ぞ れ 第 十 条 第 一 項 等 の 規 定 に よ り さ れ た 手 続 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

　 愛 知 県 ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 拠 点 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 号

　　　 愛 知 県 ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 拠 点 条 例

　 （ 設 置 ）

第 一 条　 次 に 掲 げ る 者 に 交 流 の 機 会 及 び 事 業 の 成 長 に 資 す る 支 援 を 提 供 す る こ と に よ り 、 イ ノ ベ ー

　 シ ョ ン の 創 出 の 促 進 並 び に こ れ ら の 者 の 国 際 的 な 交 流 及 び 連 携 を 図 り 、 も っ て 地 域 経 済 の 発 展

に 資 す る た め 、 ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 拠 点 （ 以 下 「 支 援 拠 点 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

一　 ス タ ー ト ア ッ プ （ 新 技 術 又 は 新 し い 事 業 手 法 を 活 用 し て 新 た な 市 場 の 開 拓 又 は 急 速 な 成 長

を 目 指 す 事 業 を 行 い 、 又 は 行 お う と す る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

　 二　 次 に 掲 げ る 者 （ 以 下 「 パ ー ト ナ ー 企 業 等 」 と い う 。 ）

　　 イ　 ス タ ー ト ア ッ プ と の 協 業 又 は 連 携 を 志 望 す る 者 （ ス タ ー ト ア ッ プ を 除 く 。 ）

　　 ロ　 ス タ ー ト ア ッ プ 又 は イ に 掲 げ る 者 の 支 援 を 行 う 者

　 （ 名 称 、 位 置 等 ）

第 二 条　 支 援 拠 点 の 名 称 及 び 位 置 並 び に 支 援 拠 点 に お け る 業 務 は 、 別 表 第 一 の と お り と す る 。

　 （ 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 ）

第 三 条　 知 事 は 、 法 人 そ の 他 の 団 体 で あ っ て 知 事 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 指 定 管 理 者 」 と い う 。 ）

に 、 支 援 拠 点 （ 起 業 家 及 び 経 営 者 に 関 す る 展 示 施 設 を 除 く 。 ） の 管 理 に 関 す る 業 務 の う ち 、 次 に
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掲 げ る 業 務 を 行 わ せ る も の と す る 。

　 一　 支 援 拠 点 の 利 用 を 許 可 す る こ と 。

　 二　 支 援 拠 点 の 利 用 の 許 可 の 期 間 を 更 新 す る こ と 。

三　 第 一 号 の 許 可 （ 前 号 の 規 定 に よ る 許 可 の 期 間 の 更 新 を 含 む 。 第 六 号 に お い て 同 じ 。 ） に 条 件

を 付 け る こ と 。

四　 支 援 拠 点 の 利 用 の 中 止 を 承 認 す る こ と 。

五　 支 援 拠 点 の 利 用 に 係 る 指 示 を す る こ と 。

六　 第 一 号 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は 利 用 の 中 止 を 命 ず る こ と 。

　 （ 利 用 の 許 可 等 ）

第 四 条　 次 に 掲 げ る 者 は 、 支 援 拠 点 の 利 用 に つ い て 、 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

　 一　 支 援 拠 点 の オ フ ィ ス を 利 用 し よ う と す る ス タ ー ト ア ッ プ 又 は パ ー ト ナ ー 企 業 等

二　 支 援 拠 点 の 会 議 室 、 研 修 室 、 駐 車 場 若 し く は 駐 輪 場 を 利 用 し よ う と す る 者 又 は 支 援 拠 点 の

イ ベ ン ト ス ペ ー ス 若 し く は 交 流 リ ビ ン グ の 専 用 利 用 を し よ う と す る 者

２　 前 項 第 一 号 の 利 用 の 許 可 の 期 間 は 、 ス タ ー ト ア ッ プ に あ っ て は 二 年 以 内 、 パ ー ト ナ ー 企 業 等

に あ っ て は 五 年 以 内 と す る 。

３　 指 定 管 理 者 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 第 一 項 第 一 号 の 利 用 の 許 可 の 期 間 を 更 新 す る こ

と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 前 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

４　 指 定 管 理 者 は 、 支 援 拠 点 の 管 理 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 第 一 項 の 許 可 （ 前 項 の 規 定 に

よ る 許 可 の 期 間 の 更 新 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） に 条 件 を 付 け る こ と が で き る 。

　 （ 利 用 料 金 ）

第 五 条　 前 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 同 項 の 支 援 拠 点 の 利 用 に 係 る 料 金 （ 以 下 「 利 用 料 金 」

と い う 。 ） を 支 援 拠 点 の 運 営 等 （ 民 間 資 金 等 の 活 用 に よ る 公 共 施 設 等 の 整 備 等 の 促 進 に 関 す る 法

律 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 百 十 七 号 ） 第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 運 営 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 業 務 を

実 施 す る 公 共 施 設 等 運 営 権 者 （ 同 法 第 九 条 第 四 号 に 規 定 す る 公 共 施 設 等 運 営 権 者 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

２　 利 用 料 金 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 利 用 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。

一　 前 条 第 一 項 第 一 号 の 利 用　 別 表 第 二 に 定 め る 基 準 額 に 一 ・ 三 を 乗 じ て 得 た 額 を 上 限 と し て

公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 知 事 と 協 議 し て 定 め る 額

二　 前 条 第 一 項 第 二 号 の 利 用　 別 表 第 二 に 定 め る 基 準 額 に 一 ・ 三 を 乗 じ て 得 た 額 を 上 限 と し て

公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 定 め る 額

３　 公 共 施 設 等 運 営 権 者 は 、 前 項 各 号 の 規 定 に よ り 利 用 料 金 の 額 を 定 め る と き は 、 あ ら か じ め 、

知 事 に 届 け 出 る と と も に 、 そ の 額 を 公 表 す る も の と す る 。 そ の 額 を 変 更 す る と き も 、 同 様 と す

る 。

４　 納 付 さ れ た 利 用 料 金 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 公 共 施 設 等 運 営 権 者 は 、 必 要 が あ る と 認 め る



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-16-

第489号

場 合 は 、 納 付 さ れ た 利 用 料 金 の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

５　 公 共 施 設 等 運 営 権 者 は 、 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 は 、 利 用 料 金 の 全 部 若 し く は 一 部 を 免 除 し 、

又 は そ の 徴 収 を 延 期 す る こ と が で き る 。

　 （ 利 用 者 の 義 務 ）

第 六 条　 支 援 拠 点 の 利 用 者 は 、 支 援 拠 点 の 利 用 に 際 し て は 、 こ の 条 例 及 び こ の 条 例 に 基 づ く 規 則

の 規 定 並 び に 第 四 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 一 項 の 許 可 に 付 け ら れ た 条 件 及 び 知 事 又 は 指 定

管 理 者 の 指 示 に 従 う と と も に 、 支 援 拠 点 の 秩 序 を 乱 す よ う な 行 為 を し て は な ら な い 。

　 （ 許 可 の 取 消 し 及 び 利 用 の 中 止 命 令 ）

第 七 条　 指 定 管 理 者 は 、 支 援 拠 点 の 利 用 者 が 前 条 の 規 定 に 違 反 し た と き は 、 第 四 条 第 一 項 の 許 可

を 取 り 消 し 、 又 は 利 用 の 中 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

２　 知 事 は 、 公 共 の 福 祉 の た め や む を 得 な い 理 由 が あ る と き は 、 第 四 条 第 一 項 の 許 可 を 取 り 消 し 、

又 は 利 用 の 中 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

　 （ 規 則 へ の 委 任 ）

第 八 条　 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 支 援 拠 点 の 利 用 条 件 そ の 他 支 援 拠 点 の 管 理 に 関 し 必 要 な

事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

　 （ 過 料 ）

第 九 条　 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し て は 、 一 万 円 以 下 の 過 料 を 科 す る 。

一　 第 四 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 一 項 の 許 可 に 付 け ら れ た 条 件 に 違 反 し て 支 援 拠 点 を 利 用

し た 者

二　 第 七 条 の 規 定 に よ る 第 四 条 第 一 項 の 許 可 の 取 消 し 又 は 利 用 の 中 止 命 令 に 違 反 し て 支 援 拠 点

を 利 用 し た 者

三　 そ の 他 不 正 の 方 法 に よ り 第 四 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け て 支 援 拠 点 を 利 用 し た 者

２　 第 六 条 の 規 定 に 違 反 し て 支 援 拠 点 の 秩 序 を 乱 し た 者 に 対 し て は 、 五 千 円 以 下 の 過 料 を 科 す る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 条 （ 第 二 号 を 除 く 。 ） 、 第 五 条 （ 第

一 項 を 除 く 。 ） 、 次 項 か ら 附 則 第 十 三 項 ま で 及 び 別 表 第 二 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 準 備 行 為 ）

２　 知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に お い て 、 指 定 管 理 者 を 指 定 し て

い る 場 合 に は 、 当 該 指 定 管 理 者 に 、 第 三 条 （ 第 二 号 を 除 く 。 ） に 規 定 す る 業 務 を 行 わ せ る こ と が

で き る 。

３　 知 事 は 、 施 行 日 前 に お い て 、 第 七 条 第 二 項 の 規 定 の 例 に よ り 第 四 条 第 一 項 の 許 可 を 取 り 消 し 、

又 は 利 用 の 中 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

４　 知 事 は 、 民 間 資 金 等 の 活 用 に よ る 公 共 施 設 等 の 整 備 等 の 促 進 に 関 す る 法 律 第 十 六 条 の 規 定 に



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-17-

第489号

よ り 、 最 初 に 同 法 第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 選 定 事 業 者 に 支 援 拠 点 の 運 営 等 に 係 る 公 共 施 設 等 運

営 権 （ 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 公 共 施 設 等 運 営 権 を い う 。 ） を 設 定 す る 日 （ 以 下 「 設 定 日 」 と い う 。 ）

の 前 日 ま で の 間 、 指 定 管 理 者 に 、 利 用 料 金 を 当 該 指 定 管 理 者 の 収 入 と し て 収 受 さ せ る こ と が で

き る 。

５　 前 項 の 場 合 に お い て は 、 第 四 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 当 該 利 用 料 金 を 指 定 管 理 者 に 納

付 し な け れ ば な ら な い 。

６　 第 五 条 第 二 項 、 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 附 則 第 四 項 の 規 定 に よ り 指 定 管 理 者 が 収 受 す る

利 用 料 金 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 条 第 二 項 第 一 号 中 「 公 共 施 設 等 運 営 権 者 が

知 事 と 協 議 し て 」 と あ る の は 「 指 定 管 理 者 が 」 と 、 同 項 第 二 号 並 び に 同 条 第 四 項 た だ し 書 及 び

第 五 項 中 「 公 共 施 設 等 運 営 権 者 」 と あ る の は 「 指 定 管 理 者 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

７　 指 定 管 理 者 は 、 設 定 日 の 前 日 ま で の 間 、 前 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 第 五 条 第 二 項 各 号

の 規 定 に よ り 利 用 料 金 の 額 を 定 め よ う と す る と き は 、 知 事 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 そ

の 額 を 変 更 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。

８　 知 事 は 、 前 項 の 承 認 を し た と き は 、 そ の 旨 及 び 当 該 利 用 料 金 の 額 を 公 告 し な け れ ば な ら な い 。

９　 附 則 第 四 項 の 規 定 に よ り 指 定 管 理 者 が 利 用 料 金 を 収 受 し た 場 合 に は 、 設 定 日 に お い て 公 共 施

設 等 運 営 権 者 が 当 該 収 受 さ れ た 利 用 料 金 の 額 の 利 用 料 金 を 収 受 し た も の と み な す 。

10　 附 則 第 六 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 第 五 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 指 定 管 理 者 が 利 用 料 金 の

全 部 若 し く は 一 部 を 免 除 し 、 又 は そ の 徴 収 を 延 期 し た 場 合 （ 徴 収 を 延 期 し た 場 合 に あ っ て は 、

納 期 限 の 日 が 設 定 日 以 後 の 日 で あ る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、 設 定 日 に お い て 、 公 共 施 設 等 運 営 権 者

が 、 当 該 免 除 さ れ た 利 用 料 金 の 額 の 利 用 料 金 を 免 除 し 、 又 は 当 該 延 期 さ れ た 納 期 限 の 日 ま で の

間 、 利 用 料 金 の 徴 収 を 延 期 し た も の と み な す 。

11　 前 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 設 定 日 前 に 指 定 管 理 者 が 行 っ た 利 用 料 金 の 収 受 に 関 す る 行 為 は 、

設 定 日 に お い て 公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 行 っ た 利 用 料 金 の 収 受 に 関 す る 行 為 と み な す 。

12　 知 事 は 、 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 施 行 日 前 に お い て も 、 附 則 第 二 項 の

規 定 に よ り 指 定 管 理 者 に 行 わ せ る こ と が で き る こ と と さ れ る 業 務 に 関 し 必 要 な 事 項 を 規 則 で 定

め る こ と が で き る 。

　 （ ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 拠 点 の 公 共 施 設 等 運 営 権 に 係 る 実 施 方 針 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

13　 ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 拠 点 の 公 共 施 設 等 運 営 権 に 係 る 実 施 方 針 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 愛 知 県

条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 一 条 中 「 起 業 を 志 望 す る 者 及 び 起 業 か ら 間 が な い 者 を 支 援 す る 」 を 「 次 に 掲 げ る 者 に 交 流

の 機 会 及 び 事 業 の 成 長 に 資 す る 支 援 を 提 供 す る 」 に 、 「 を 促 進 し 」 を 「 の 促 進 並 び に こ れ ら の 者

の 国 際 的 な 交 流 及 び 連 携 を 図 り 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 各 号 を 加 え る 。

一　 ス タ ー ト ア ッ プ （ 新 技 術 又 は 新 し い 事 業 手 法 を 活 用 し て 新 た な 市 場 の 開 拓 又 は 急 速 な 成

長 を 目 指 す 事 業 を 行 い 、 又 は 行 お う と す る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）
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　　 二　 次 に 掲 げ る 者

　　　 イ　 ス タ ー ト ア ッ プ と の 協 業 又 は 連 携 を 志 望 す る 者 （ ス タ ー ト ア ッ プ を 除 く 。 ）

　　　 ロ　 ス タ ー ト ア ッ プ 又 は イ に 掲 げ る 者 の 支 援 を 行 う 者

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）

名　　　　 称 位　　　 置 業　　　　　　　　　　 務

S TAT I O N  A i 名 古 屋 市 昭 和 区

一　 オ フ ィ ス 、 会 議 室 、 研 修 室 、 イ ベ ン ト ス ペ ー ス 、 交 流

リ ビ ン グ 、 起 業 家 及 び 経 営 者 に 関 す る 展 示 施 設 、 駐 車 場 、

駐 輪 場 そ の 他 の 施 設 を 利 用 さ せ る こ と 。

二　 ス タ ー ト ア ッ プ の 創 出 及 び 育 成 並 び に ス タ ー ト ア ッ プ

と パ ー ト ナ ー 企 業 等 と の 協 業 及 び 連 携 に 関 し 、 情 報 の 提

供 、 相 談 そ の 他 の 必 要 な 事 業 を 行 う こ と 。

別 表 第 二 （ 第 五 条 関 係 ）

区　　　　　　　　　　　　　 分 単 位 基　　 準　　 額

　　　 （ 単 位 円 ）

個 室 一 席 一 月 に つ き 六 八 、 七 五 〇

オ フ ィ ス

固 定 席 一 席 一 月 に つ き 四 四 、 〇 〇 〇

テ ッ ク ラ ボ 固 定

席 一 席 一 月 に つ き 一 一 〇 、 〇 〇 〇

コ ワ ー キ ン グ ス

ペ ー ス

一 席 一 日 に つ き

一 席 一 月 に つ き

三 、 三 〇 〇

三 三 、 〇 〇 〇

会 議 室

大 会 議 室 三 十 分 に つ き 二 、 二 〇 〇

小 会 議 室 三 十 分 に つ き 一 、 六 五 〇

午 前 三 八 、 五 〇 〇

午 後 四 四 、 〇 〇 〇

平 日 夜 間 四 九 、 五 〇 〇

全 日 一 一 〇 、 〇 〇 〇

研 修 室

時 間 外 三 十 分 に つ き 八 、 八 〇 〇

午 前 四 二 、 三 五 〇

土 曜 日 、 日 曜 日 及

び 国 民 の 祝 日 に 午 後 四 八 、 四 〇 〇

関 す る 法 律 （ 昭 和

二 十 三 年 法 律 第 夜 間 五 四 、 四 五 〇



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-19-

第489号

百 七 十 八 号 ） に 規

定 す る 休 日 （ 以 下

「 休 日 」 と い う 。 ） 全 日 一 二 一 、 〇 〇 〇

時 間 外 三 十 分 に つ き 一 一 、 〇 〇 〇

午 前 七 七 、 〇 〇 〇

午 後 八 八 、 〇 〇 〇

平 日 夜 間 九 九 、 〇 〇 〇

全 日 二 二 〇 、 〇 〇 〇

イ ベ ン ト ス ペ ー ス

時 間 外 三 十 分 に つ き 一 七 、 六 〇 〇

午 前 八 四 、 七 〇 〇

午 後 九 六 、 八 〇 〇

土 曜 日 、 日 曜 日 及

び 休 日 夜 間 一 〇 八 、 九 〇 〇

全 日 二 四 二 、 〇 〇 〇

時 間 外 三 十 分 に つ き 二 二 、 〇 〇 〇

交 流 リ ビ ン グ 三 十 分 に つ き 五 、 五 〇 〇

駐 車 場 普 通 自 動 車 一 台 三 十 分 に つ き 二 〇 〇

駐 輪 場

二 輪 自 動 車 又 は 原

動 機 付 自 転 車

一 台 二 十 四 時 間 に つ

き 二 〇 〇

自 転 車

一 台 に つ き 駐 輪 場 へ

の 入 庫 一 回 ご と に 、

当 該 入 庫 の 時 か ら 十

五 分 を 経 過 し た 時 か

ら 出 庫 の 時 ま で に 経

過 し た 時 間 二 十 四 時

間 に つ き

八 〇

備 考

　 一　 こ の 表 に お い て 、 次 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

　　 イ　 午 前　 午 前 九 時 か ら 正 午 ま で を い う 。

　　 ロ　 午 後　 午 後 一 時 か ら 午 後 五 時 ま で を い う 。

　　 ハ　 夜 間　 午 後 六 時 か ら 午 後 九 時 ま で を い う 。



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-20-

第489号

　　 ニ　 全 日　 午 前 九 時 か ら 午 後 九 時 ま で を い う 。

　　 ホ　 時 間 外　 午 前 八 時 か ら 午 前 九 時 ま で 及 び 午 後 九 時 か ら 午 後 十 時 ま で を い う 。

ヘ　 普 通 自 動 車　 二 輪 自 動 車 以 外 の 自 動 車 （ 道 路 運 送 車 両 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 八 十 五

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 自 動 車 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で 、 そ の 高 さ が 二 ・ 一 メ ー ト ル 以

下 の も の を い う 。

　　 ト　 二 輪 自 動 車　 自 動 車 で 二 輪 の も の （ 側 車 付 き の も の を 除 く 。 ） を い う 。

　　 チ　 原 動 機 付 自 転 車　 道 路 運 送 車 両 法 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 原 動 機 付 自 転 車 を い う 。

リ　 自 転 車　 道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 五 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 十 一 号 の 二 に 規 定 す

る 自 転 車 を い う 。

二　 基 準 額 が 月 額 で 定 め ら れ て い る 施 設 に 係 る 利 用 期 間 は 、 暦 に 従 っ て 計 算 し 、 そ の 期 間 が 一

月 未 満 の と き 又 は そ の 期 間 に 一 月 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 期 間 又 は 端 数 を 一 月 と み な

し て 計 算 す る 。

三　 研 修 室 又 は イ ベ ン ト ス ペ ー ス を 午 前 九 時 か ら 午 後 五 時 ま で 又 は 午 後 一 時 か ら 午 後 九 時 ま で

引 き 続 き 利 用 す る 場 合 の 基 準 額 は 、 午 前 及 び 午 後 又 は 午 後 及 び 夜 間 の そ れ ぞ れ の 利 用 単 位 時

間 に 係 る 基 準 額 の 合 計 額 と す る 。

四　 駐 車 場 若 し く は 駐 輪 場 の 利 用 時 間 が 利 用 単 位 時 間 未 満 で あ る と き 又 は 駐 車 場 若 し く は 駐 輪

場 の 利 用 時 間 に 利 用 単 位 時 間 未 満 の 時 間 が あ る と き は 、 当 該 利 用 単 位 時 間 未 満 の 時 間 は 、 利

用 単 位 時 間 に 相 当 す る 時 間 と み な し て 計 算 す る 。

五　 駐 車 場 の 各 利 用 単 位 時 間 を 次 に 掲 げ る 時 間 帯 の う ち 当 該 利 用 単 位 時 間 が 始 ま る 時 刻 の 属 す

る も の に 区 分 し 、 当 該 区 分 ご と に 計 算 し た 利 用 単 位 時 間 に 係 る 基 準 額 の 合 計 額 が そ れ ぞ れ 次

に 定 め る 額 を 超 え る と き は 、 当 該 区 分 に 係 る 利 用 単 位 時 間 に 係 る 基 準 額 の 合 計 額 は 、 当 該 定

め る 額 と す る 。

　　 イ　 平 日 の 午 前 八 時 か ら 午 後 十 時 ま で　 九 百 円

　　 ロ　 土 曜 日 、 日 曜 日 及 び 休 日 の 午 前 八 時 か ら 午 後 十 時 ま で　 千 四 百 円

　　 ハ　 午 後 十 時 か ら 翌 日 の 午 前 八 時 ま で　 三 百 円

　 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 の 公 共 施 設 等 運 営 権 に 係 る 実 施 方 針 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 号

　　　 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 の 公 共 施 設 等 運 営 権 に 係 る 実 施 方 針 に 関 す る 条 例

　 （ 趣 旨 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 民 間 資 金 等 の 活 用 に よ る 公 共 施 設 等 の 整 備 等 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

　 一 年 法 律 第 百 十 七 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 十 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 （ 愛 知
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県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 五 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） 第 一 条 第 一 号 に 掲 げ る 水

道 事 業 の 用 に 供 す る 浄 水 場 と し て 豊 橋 市 東 小 鷹 野 二 丁 目 に 再 整 備 を す る 施 設 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） の 公 共 施 設 等 運 営 権 （ 法 第 二 条 第 七 項 に 規 定 す る 公 共 施 設 等 運 営 権 を い う 。 ） に 係 る 実 施

方 針 （ 法 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 実 施 方 針 を い う 。 ） に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

　 （ 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運 営 等 業 務 を 実 施 す る 民 間 事 業 者 の 選 定 の 手 続 ）

第 二 条　 法 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 の 運 営 等 （ 法 第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 運

営 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 業 務 （ 以 下 「 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運 営 等 業 務 」 と い う 。 ） を 実 施 す る

民 間 事 業 者 と し て 選 定 さ れ よ う と す る 民 間 事 業 者 は 、 申 請 書 に 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運 営 等 業 務 の

実 施 に 関 す る 計 画 （ 以 下 「 業 務 計 画 」 と い う 。 ） を 記 載 し た 書 類 そ の 他 公 営 企 業 管 理 者 が 定 め る

書 類 を 添 え て 、 公 営 企 業 管 理 者 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。

２　 公 営 企 業 管 理 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に よ り 最 も 適 切

に 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運 営 等 業 務 を 実 施 す る こ と が で き る と 認 め る 民 間 事 業 者 を 選 定 す る も の と

す る 。

一　 業 務 計 画 の 内 容 が 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 の 目 的 を 効 果 的 か つ 効 率 的 に 達 成 す る こ と が で き る も

の で あ る こ と 。

二　 当 該 民 間 事 業 者 が 業 務 計 画 に 基 づ く 運 営 等 を 適 正 か つ 確 実 に 行 う 能 力 を 有 す る こ と 。

三　 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 公 営 企 業 管 理 者 が 定 め る 基 準

（ 公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 行 う 運 営 等 の 基 準 ）

第 三 条　 公 共 施 設 等 運 営 権 者 （ 法 第 九 条 第 四 号 に 規 定 す る 公 共 施 設 等 運 営 権 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に よ り 、 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運 営 等 業 務 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。

一　 関 係 法 令 並 び に 条 例 及 び 条 例 に 基 づ く 規 則 等 の 規 定 を 遵 守 し 、 誠 実 に 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運

営 等 業 務 を 実 施 す る こ と 。

二　 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 運 営 等 業 務 に 関 連 し て 取 得 し た 個 人 に 関 す る 情 報 そ の 他 の 情 報 を 適 切 に

取 り 扱 う こ と 。

三　 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 公 営 企 業 管 理 者 が 定 め る 基 準

（ 公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 行 う 業 務 の 範 囲 ）

第 四 条　 公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 行 う 業 務 の 範 囲 は 、 浄 水 処 理 を す る こ と そ の 他 の 愛 知 県 豊 橋 浄 水

場 運 営 等 業 務 と す る 。

　 （ 公 共 施 設 等 運 営 権 者 が 収 受 す る 利 用 料 金 ）

第 五 条　 愛 知 県 豊 橋 浄 水 場 の 利 用 料 金 （ 法 第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 利 用 料 金 を い う 。 ） は 、 公 共 施

設 等 運 営 権 者 が 公 営 企 業 管 理 者 と 協 議 し て 定 め る も の と す る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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　 公 立 学 校 情 報 機 器 整 備 基 金 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 四 号

　　　 公 立 学 校 情 報 機 器 整 備 基 金 条 例

　 （ 設 置 ）

第 一 条　 公 立 学 校 （ 県 立 又 は 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 及 び 高 等 学 校 並 び に 特 別

支 援 学 校 の 小 学 部 、 中 学 部 及 び 高 等 部 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に お け る 情 報 機 器 の 整 備 に 必 要 な 財

源 を 確 保 す る た め 、 公 立 学 校 情 報 機 器 整 備 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

　 （ 積 立 て ）

第 二 条　 基 金 と し て 積 み 立 て る 金 額 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 で 定 め る 額 と す る 。

　 （ 基 金 へ の 繰 入 れ ）

第 三 条　 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 全 て 基 金 に 繰 り 入 れ

な け れ ば な ら な い 。

　 （ 運 用 ）

第 四 条　 基 金 は 、 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 な 方 法 に よ り 運 用 し な け れ ば な ら な

い 。

　 （ 繰 替 運 用 等 ）

第 五 条　 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め

て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 し 、 又 は 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 の 定 め る と

こ ろ に よ り 歳 入 に 繰 り 入 れ て 運 用 す る こ と が で き る 。

　 （ 処 分 ）

第 六 条　 基 金 は 、 公 立 学 校 に お け る 情 報 機 器 の 整 備 の た め の 財 源 に 充 て る と き に 限 り 、 処 分 す る

こ と が で き る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 条 例 は 、 令 和 十 一 年 六 月 三 十 日 限 り 、 そ の 効 力 を 失 う 。

　 愛 知 県 局 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 五 号

　　　 愛 知 県 局 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 局 設 置 条 例 （ 平 成 三 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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　 第 二 条 第 十 四 項 第 四 号 中 「 下 水 道 」 を 「 水 道 及 び 下 水 道 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 港 湾 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 六 号

　　　 愛 知 県 港 湾 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 （ 愛 知 県 港 湾 管 理 条 例 等 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 第 百 五 十 八

条 第 一 項 」 を 「 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 」 に 、

　 「 徴 収 の 」 を 「 徴 収 に 関 す る 」 に 改 め る 。

　 一　 愛 知 県 港 湾 管 理 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 四 号 ） 第 十 一 条 第 二 項

　 二　 愛 知 県 レ ク リ エ ー シ ヨ ン 施 設 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 十 六 号 ） 第 五 条 第 二 項

　 三　 愛 知 県 技 術 開 発 交 流 セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 号 ） 第 四 条 第 二 項

　 四　 愛 知 県 労 働 者 福 祉 施 設 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 三 号 ） 第 五 条 第 二 項 第 一 号

五　 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 六 号 ） 第 五 条 第 三

項

　 六　 愛 知 県 奥 三 河 総 合 セ ン タ ー 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） 第 四 条 第 二 項

　 七　 愛 知 県 児 童 厚 生 施 設 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 七 号 ） 第 四 条 第 二 項

　 八　 愛 知 県 女 性 総 合 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 八 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） 第 四 条 第 二 項

九　 あ い ち 健 康 の 森 健 康 科 学 総 合 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 九 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） 第 四 条 第 二 項 第

一 号 た だ し 書

　 十　 愛 知 県 産 業 労 働 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 四 号 ） 第 四 条 第 二 項

　 十 一　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 八 号 ） 第 四 条 第 二 項

　 十 二　 愛 知 県 医 療 療 育 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 三 十 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） 第 五 条 第 一 項

　 （ 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 監 査 委 員 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　　 第 七 条 中 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 三 項 」 を 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 八 第 三 項 」 に 改 め る 。

　 （ 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条　 知 事 等 の 損 害 賠 償 責 任 の 一 部 免 責 に 関 す る 条 例 （ 令 和 二 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。
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　　 第 一 条 中 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 七 第 一 項 」 に 、 「 第 二 百 四

　 十 三 条 の 二 の 二 第 三 項 」 を 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 八 第 三 項 」 に 改 め る 。

　　 第 二 条 中 「 第 百 七 十 三 条 第 一 項 各 号 」 を 「 第 百 七 十 三 条 の 四 第 一 項 各 号 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 同 条 第 一 号 か ら 第 八 号 ま で 、 第 十 号 及 び 第 十 一 号 に 掲 げ る 条 例

の 規 定 並 び に あ い ち 健 康 の 森 健 康 科 学 総 合 セ ン タ ー 条 例 第 四 条 第 二 項 並 び に 愛 知 県 医 療 療 育 セ

ン タ ー 条 例 第 五 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 地 方 自 治 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改

正 す る 政 令 （ 令 和 六 年 政 令 第 十 二 号 ） 附 則 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ り 使 用

料 等 （ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 同 条 第 一 号 か ら 第 八 号 ま で 、 第 十 号 若 し く は 第 十 一 号 に 掲

　 げ る 条 例 の 規 定 若 し く は 愛 知 県 医 療 療 育 セ ン タ ー 条 例 第 五 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 に 規 定 す る

使 用 料 又 は 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の あ い ち 健 康 の 森 健 康 科 学 総 合 セ ン タ ー 条 例 第 四 条 第 二

　 項 に 規 定 す る 評 価 料 、 受 講 料 若 し く は 使 用 料 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 徴 収 に 関 す る 事 務 を 行 わ せ

　 る 場 合 に お け る 当 該 事 務 を 行 う 者 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十

　 三 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 使 用 料 等 の 徴 収 に 関 す る 事 務 を 委 託 す る 場 合 に お け る 当 該 委 託 を

受 け た 者 と み な す 。

　 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 七 号

　　　 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 の 開 示 」 を 「 又 は 附 票 本 人 確 認 情 報 の 開 示 」 に 、 「 の 保 護 」 を 「 及 び 附 票 本 人 確 認 情

報 の 保 護 」 に 改 め る 。

　 第 三 条 の 見 出 し 中 「 本 人 確 認 情 報 」 の 下 に 「 又 は 附 票 本 人 確 認 情 報 」 を 加 え 、 同 条 中 「 第 三 十

条 の 三 十 二 第 二 項 」 の 下 に 「 （ 法 第 三 十 条 の 四 十 四 の 十 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 、「 本

人 確 認 情 報 」 の 下 に 「 又 は 附 票 本 人 確 認 情 報 」 を 加 え る 。

　 第 四 条 の 見 出 し 中 「 本 人 確 認 情 報 」 の 下 に 「 及 び 附 票 本 人 確 認 情 報 」 を 加 え 、 同 条 中 「 に 規 定

す る 本 人 確 認 情 報 」 を 「 （ 法 第 三 十 条 の 四 十 四 の 十 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 本 人 確 認

情 報 及 び 附 票 本 人 確 認 情 報 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 情 報 通 信 技 術 の 活 用 に よ る 行 政 手 続 等 に 係 る 関 係 者 の 利 便 性 の 向 上 並 び に 行 政

運 営 の 簡 素 化 及 び 効 率 化 を 図 る た め の 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律
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等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 十 六 号 ） 附 則 第 一 条 第 十 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日

か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 条 例 の 施 行 の 日 が 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る

法 律 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 五 年 法 律 第 四 十 八 号 ） の 施 行 の 日 前 と な る 場 合 に は 、 同 日

　 の 前 日 ま で の 間 に お け る 改 正 後 の 住 民 基 本 台 帳 法 施 行 条 例 第 三 条 及 び 第 四 条 の 規 定 の 適 用 に つ

　 い て は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 第 三 十 条 の 四 十 四 の 十 三 」 と あ る の は 、 「 第 三 十 条 の 四 十 四 の 十 二 」

と す る 。

　 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の

利 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 八 号

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番

号 の 利 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条　 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人

番 号 の 利 用 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 別 表 第 二 の 三 の 項 中 「 別 表 第 二 の 二 十 六 の 項 」 を 「 別 表 第 二 の 三 十 七 の 項 」 に 改 め る 。

第 二 条　 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人

番 号 の 利 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 一 項 中 「 法 別 表 第 二 の 第 二 欄 に 掲 げ る 事 務 」 を 「 特 定 個 人 番 号 利 用 事 務 （ 法 第 十 九 条 第 八

号 に 規 定 す る 特 定 個 人 番 号 利 用 事 務 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 に 改 め る 。

　　 第 二 項 た だ し 書 中 「 い う 」 の 下 に 「 。 以 下 同 じ 」 を 加 え る 。

　　 第 三 項 中 「 法 別 表 第 二 の 第 二 欄 に 掲 げ る 事 務 」 を 「 特 定 個 人 番 号 利 用 事 務 」 に 、 「 同 表 の 第 四

欄 に 掲 げ る 特 定 個 人 情 報 」 を 「 利 用 特 定 個 人 情 報 （ 法 第 十 九 条 第 八 号 に 規 定 す る 利 用 特 定 個 人

情 報 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 に 改 め 、 同 項 後 段 を 削 り 、 同 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

　　 た だ し 、 法 の 規 定 に よ り 、 情 報 提 供 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 使 用 し て 他 の 個 人 番 号 利 用 事

務 実 施 者 か ら 当 該 利 用 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

　　 別 表 第 二 の 三 の 項 中 「 別 表 第 二 の 三 十 七 の 項 の 第 四 欄 」 を 「 別 表 の 二 十 三 の 項 の 下 欄 」 に 、

「 特 定 個 人 情 報 」 を 「 事 務 の う ち 法 第 十 九 条 第 八 号 の 主 務 省 令 で 定 め る も の を 処 理 す る た め に

必 要 な 特 定 個 人 情 報 と し て 同 号 の 主 務 省 令 で 定 め る も の 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 等 の

　 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 五 年 法 律 第 四 十 八 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 の



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-26-

第489号

　 規 定 は 、 デ ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 三 十

　 七 号 ） 附 則 第 一 条 第 十 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

２　 第 一 条 及 び 第 二 条 の 規 定 が 同 一 の 日 に 施 行 さ れ る と き は 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 改 正 さ れ る 行

政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利

用 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 第 一 条 の 規 定 に よ っ て ま ず 改 正 さ れ 、 次 い で 第 二 条 の 規 定 に よ っ て

改 正 さ れ る も の と す る 。

　 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 九 号

　　　 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 二 危 険 物 取 扱 者 免 状 交 付 等 事 務 の 項 中 「 六 、 六 〇 〇 」 を 「 七 、 二 〇 〇 」 に 、 「 四 、 六 〇 〇 」

を 「 五 、 三 〇 〇 」 に 、 「 三 、 七 〇 〇 」 を 「 四 、 二 〇 〇 」 に 、 「 四 、 七 〇 〇 」 を 「 五 、 三 〇 〇 」 に 改

め 、 同 表 消 防 設 備 士 免 状 交 付 等 事 務 の 項 中 「 五 、 七 〇 〇 」 を 「 六 、 六 〇 〇 」 に 、 「 三 、 八 〇 〇 」 を

「 四 、 四 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 高 圧 ガ ス 製 造 許 可 事 務 の 項 中

「 処 理 容 積 が 千 万 立 方 メ ー ト

ル 以 上 の 設 備 一 件 に つ き 九 一 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 五 百 万 立 方 メ ー

ト ル 以 上 千 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 七 五 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 百 万 立 方 メ ー ト

ル 以 上 五 百 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 六 〇 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 五 十 万 立 方 メ ー

ト ル 以 上 百 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 四 四 、 〇 〇 〇

移 動 式 製 造 設
処 理 容 積 が 十 万 立 方 メ ー ト

ル 以 上 五 十 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

備 に よ る 高 圧

ガ ス 製 造 者 処 理 容 積 が 二 万 五 千 立 方

メ ー ト ル 以 上 十 万 立 方 メ ー

ト ル 未 満 の 設 備

一 件 に つ き 二 一 、 〇 〇 〇

を

処 理 容 積 が 五 千 立 方 メ ー ト

ル 以 上 二 万 五 千 立 方 メ ー ト

ル 未 満 の 設 備

一 件 に つ き 一 六 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 千 立 方 メ ー ト ル

以 上 五 千 立 方 メ ー ト ル 未 満

の 設 備

一 件 に つ き 一 三 、 〇 〇 〇
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処 理 容 積 が 二 百 立 方 メ ー ト

ル 以 上 千 立 方 メ ー ト ル 未 満

の 設 備

一 件 に つ き 一 一 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 百 立 方 メ ー ト ル

以 上 二 百 立 方 メ ー ト ル 未 満

の 設 備

一 件 に つ き 七 、 四 〇 〇
」

「 処 理 容 積 が 千 万 立 方 メ ー ト

ル 以 上 の 設 備 一 件 に つ き 九 一 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 五 百 万 立 方 メ ー

ト ル 以 上 千 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 七 五 、 〇 〇 〇

当 該 移

動 式 製

造 設 備

に つ い

て 液 化

石 油 ガ

ス の 保

安 の 確

保 及 び

取 引 の

適 正 化

に 関 す
処 理 容 積 が 百 万 立 方 メ ー ト

ル 以 上 五 百 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 六 〇 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 五 十 万 立 方 メ ー

ト ル 以 上 百 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 四 四 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 十 万 立 方 メ ー ト

ル 以 上 五 十 万 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 設 備

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

る 法 律

（ 昭 和

四 十 二

年 法 律

第 百 四

十 九

号 ） 第

三 十 七
処 理 容 積 が 二 万 五 千 立 方

メ ー ト ル 以 上 十 万 立 方 メ ー

ト ル 未 満 の 設 備

一 件 に つ き 二 一 、 〇 〇 〇

移 動 式

製 造 設

備 に よ

る 高 圧

ガ ス 製

造 者

処 理 容 積 が 五 千 立 方 メ ー ト

ル 以 上 二 万 五 千 立 方 メ ー ト

ル 未 満 の 設 備

一 件 に つ き 一 六 、 〇 〇 〇

条 の 四

第 一 項

の 許 可

を 受 け

た 者 以

外 の も

の

処 理 容 積 が 千 立 方 メ ー ト ル

以 上 五 千 立 方 メ ー ト ル 未 満

の 設 備

一 件 に つ き 一 三 、 〇 〇 〇 に 改 め 、

処 理 容 積 が 二 百 立 方 メ ー ト

ル 以 上 千 立 方 メ ー ト ル 未 満

の 設 備

一 件 に つ き 一 一 、 〇 〇 〇

処 理 容 積 が 百 立 方 メ ー ト ル

以 上 二 百 立 方 メ ー ト ル 未 満

の 設 備

一 件 に つ き 七 、 四 〇 〇

当 該 移

動 式 製

造 設 備

に つ い

て 液 化

石 油 ガ

ス の 保

安 の 確

保 及 び

取 引 の

適 正 化

に 関 す

る 法 律

第 三 十

一 件 に つ き 六 、 〇 〇 〇
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七 条 の

四 第 一

項 の 許

可 を 受

け た 者

」

同 表 高 圧 ガ ス 製 造 施 設 等 完 成 検 査 事 務 の 項 中 「 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律 第 百 四 十 九 号 ） 」 を 削 る 。

　 別 表 第 五 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 指 定 等 事 務 の 項 中

「
指 定 介 護 予 防

サ ー ビ ス 事 業

者 指 定 更 新 申

請 手 数 料

一 件 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇

を

指 定 介 護 療 養

型 医 療 施 設 指

定 更 新 申 請 手

数 料

一 件 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇
」

「
指 定 介 護 予 防

サ ー ビ ス 事 業

者 指 定 更 新 申

請 手 数 料

一 件 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇
」

に 改 め 、

同 表 介 護 サ ー ビ ス 情 報 調 査 事 務 の 項 中 「 （ 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 に 係 る も の を 除 く 。 ） 、

介 護 療 養 施 設 サ ー ビ ス 」 を 削 り 、「 （ 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 に 係 る も の を 除 く 。 ） に 係 る

も の 」 を 「 に 係 る も の （ 介 護 老 人 保 健 施 設 又 は 介 護 医 療 院 に 係 る も の を 除 く 。 ） 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 六 大 麻 取 扱 者 免 許 事 務 の 項 中 「 大 麻 取 扱 者 免 許 事 務 」 を 「 大 麻 草 採 取 栽 培 者 免 許 事 務 」

に 、 「 大 麻 取 扱 者 免 許 申 請 手 数 料 」 を 「 大 麻 草 採 取 栽 培 者 免 許 申 請 手 数 料 」 に 、 「 大 麻 取 扱 者 登 録

変 更 手 数 料 」 を 「 大 麻 草 採 取 栽 培 者 登 録 変 更 手 数 料 」 に 、「 大 麻 取 扱 者 免 許 証 再 交 付 手 数 料 」 を 「 大

麻 草 採 取 栽 培 者 免 許 証 再 交 付 手 数 料 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 八 職 業 適 性 検 査 事 務 の 項 中 「 四 一 〇 」 を 「 五 七 〇 」 に 、 「 五 二 〇 」 を 「 六 三 〇 」 に 改 め 、

同 表 技 能 検 定 試 験 事 務 の 項 中 「 が 二 十 五 歳 」 を 「 が 二 十 三 歳 」 に 、 「 「 二 十 五 歳 未 満 の 者 」 を 「 「 二

十 三 歳 未 満 の 者 」 に 、

「
二 十 五 歳 未 満

の 者 （ 被 保 険

者 を 除 く 。 ） の

う ち 、 県 内 に

住 所 を 有 し 、

又 は 県 内 に 所

在 す る 学 校 等

に 在 籍 す る 者
」

を
「

二 十 三 歳 未 満

の 者 （ 被 保 険

者 を 除 く 。 ）

」
に 、「 二 十 五 歳 未 満 の 者 の う ち 被 保 険 者 が 二 級 の 技

能 検 定 を 受 け る 場 合 又 は 二 十 五 歳 未 満 の 者 」 を 「 二 十 三 歳 未 満 の 者 」 に 、「 （ 二 十 五 歳 未 満 の 者 （ 被

保 険 者 を 除 く 。 ） 」 を 「 （ 二 十 三 歳 未 満 の 者 」 に 、 「 ） が 二 級 」 を 「 ） が 二 級 の 技 能 検 定 を 受 け る 場

合 又 は 二 十 三 歳 未 満 の 者 （ 学 生 及 び 生 徒 並 び に 被 保 険 者 を 除 く 。 ） が 三 級 」 に 改 め る 。
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　 別 表 第 十 四 建 築 確 認 等 事 務 の 項 中

「
興 行 場 等 へ の

一 時 的 な 用 途

変 更 に 係 る 建

築 物 の 使 用 許

可 申 請 手 数 料
建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 三

第 六 項 の 規 定 に 基 づ く 許 可

に 係 る も の

一 件 に つ き 一 二 〇 、 〇 〇 〇

を

建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 三

第 七 項 の 規 定 に 基 づ く 許 可

に 係 る も の

一 件 に つ き 一 六 〇 、 〇 〇 〇
」

「
興 行 場 等 へ の

一 時 的 な 用 途

変 更 に 係 る 建

築 物 の 使 用 許

可 申 請 手 数 料
建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 三

第 六 項 の 規 定 に 基 づ く 許 可

に 係 る も の

一 件 に つ き 一 二 〇 、 〇 〇 〇

建 築 基 準 法 第 八 十 七 条 の 三

第 七 項 の 規 定 に 基 づ く 許 可

に 係 る も の

一 件 に つ き 一 六 〇 、 〇 〇 〇

既 存 建 築 物 の

敷 地 と 道 路 と

の 関 係 に 関 す

る 制 限 の 適 用

除 外 に 係 る 認

定 申 請 手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

に 、

既 存 建 築 物 の

道 路 内 に お け

る 制 限 の 適 用

除 外 に 係 る 認

定 申 請 手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇
」

「
地 下 道 の 幅 に

関 す る 制 限 の

緩 和 に 係 る 認

定 申 請 手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

地 下 道 の 天 井

ま で の 高 さ に

関 す る 制 限 の

緩 和 に 係 る 認

定 申 請 手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

地 下 道 の 段 の

設 置 に 関 す る

制 限 の 緩 和 に

係 る 認 定 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

を

地 下 道 の 直 通

階 段 へ の 歩 行

距 離 に 関 す る

制 限 の 緩 和 に

係 る 認 定 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

地 下 街 の 換 気

設 備 に 関 す る

制 限 の 緩 和 に

係 る 認 定 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇
」
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「 地 下 街 の 換 気

設 備 に 関 す る

制 限 の 緩 和 に

係 る 認 定 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇

に 改 め 、

地 下 街 の 構 造

に 関 す る 制 限

の 適 用 除 外 に

係 る 認 定 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 二 七 、 〇 〇 〇
」

同 表 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 認 定 事 務 の 項 中 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 」

を 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 」 に 改 め 、 同 表 建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性

能 適 合 性 判 定 等 事 務 の 項 中 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 施 行 令 」 を 「 建 築

物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 」 に 改 め 、 同 表 建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能

向 上 計 画 認 定 事 務 の 項 中 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律

第 五 十 三 号 ） 」 を 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 」 に 改 め 、 同 表 建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 基 準 適 合 認 定 事 務 の 項 並 び に 備 考 第 十 一 号 、 第 十 四 号 及 び 第 十 七 号 中 「 建 築 物 の

エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 」 を 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法

律 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 十 五 免 許 法 認 定 講 習 事 務 の 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

中 学 校 入 学

検 定 事 務

愛 知 県 立

各 中 学 校

中 学 校 入 学 検

定 手 数 料 一 人 に つ き 二 、 二 〇 〇

　 別 表 第 十 六 警 備 業 認 定 事 務 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

警 備 業 認 定

事 務

警 備 業 認 定 申

請 手 数 料 一 件 に つ き 二 三 、 〇 〇 〇

警 備 業 認 定 有

効 期 間 更 新 申

請 手 数 料

一 件 に つ き 二 三 、 〇 〇 〇

　 別 表 第 十 六 探 偵 業 届 出 証 明 書 交 付 等 事 務 の 項 を 削 り 、 同 表 猟 銃 操 作 等 技 能 講 習 事 務 の 項 中 「 一

二 、 七 〇 〇 」 を 「 一 四 、 〇 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 自 動 車 運 転 代 行 業 認 定 事 務 の 項 を 次 の よ う に 改 め

る 。
自 動 車 運 転

代 行 業 認 定

事 務

自 動 車 運 転 代

行 業 認 定 申 請

手 数 料

一 件 に つ き 一 二 、 〇 〇 〇

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号

に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。
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一　 次 項 の 規 定　 公 布 の 日

二　 別 表 第 二 危 険 物 取 扱 者 免 状 交 付 等 事 務 の 項 及 び 消 防 設 備 士 免 状 交 付 等 事 務 の 項 の 改 正 規 定

　　 令 和 六 年 五 月 一 日

三　 別 表 第 六 大 麻 取 扱 者 免 許 事 務 の 項 の 改 正 規 定 及 び 附 則 第 三 項 の 規 定　 大 麻 取 締 法 及 び 麻 薬

及 び 向 精 神 薬 取 締 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 五 年 法 律 第 八 十 四 号 。 以 下 「 改 正 法 」 と い

う 。 ） の 施 行 の 日

２　 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 改 正 法 附 則 第 六 条 の 規 定 に よ り 改 正 法 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 後 の 大 麻 草 の 栽 培 の 規 制 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 四 号 ） 第 五 条 第

一 項 の 免 許 を 申 請 す る 者 か ら は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 前 の 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 同 日 前 に お い て も 同 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 愛 知 県 手 数 料 条 例 別 表 第 六 大

麻 草 採 取 栽 培 者 免 許 事 務 の 項 に 規 定 す る 大 麻 草 採 取 栽 培 者 免 許 申 請 手 数 料 を 徴 収 す る こ と が で

き る 。

３　 改 正 法 附 則 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る 場 合 に お け る 同 項 に

規 定 す る 大 麻 栽 培 者 及 び 大 麻 研 究 者 に つ い て の 改 正 法 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 大 麻 取 締 法

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 四 号 ） 第 十 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 大 麻 取 扱 者 名 簿 の 登 録 事 項 の 変

更 に 係 る 手 数 料 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 免 許 証 の 再 交 付 の 申 請 に 係 る 手 数 料 に つ い て は 、

　 附 則 第 一 項 第 三 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 愛 知 県 手 数 料 条 例 別 表 第 六 の 規 定 に か か わ ら ず 、

な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 愛 知 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 号

　　　 愛 知 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 十 二 条 の 八 第 一 項 第 二 号 中 「 及 び 個 人 の 市 町 村 民 税 の 均 等 割 」 を 削 り 、 同 項 第 三 号 中 「 個

人 の 県 民 税 及 び 」 及 び 「 の 所 得 割 」 を 削 り 、 同 項 第 五 号 を 同 項 第 六 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 「 と 当

該 」 を 「 、 当 該 」 に 、 「 と の 」 を 「 及 び 当 該 年 度 の 収 入 額 と な る べ き 森 林 環 境 税 の 課 税 額 の 総 額 の 」

に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 第 三 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 四　 森 林 環 境 税 の 課 税 額 の 総 額

　 第 四 十 二 条 の 八 第 二 項 第 一 号 中 「 の 件 数 及 び こ れ 」 を 削 り 、 同 項 第 二 号 中 「 徴 収 猶 予 の 件 数 及

び こ れ 」 を 「 個 人 の 市 町 村 民 税 、 個 人 の 県 民 税 及 び 森 林 環 境 税 の 徴 収 猶 予 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号

中 「 換 価 の 猶 予 の 件 数 及 び こ れ 」 を 「 個 人 の 市 町 村 民 税 、 個 人 の 県 民 税 及 び 森 林 環 境 税 に 係 る 換

価 の 猶 予 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 滞 納 処 分 」 を 「 個 人 の 市 町 村 民 税 、 個 人 の 県 民 税 及 び 森 林 環
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境 税 の 滞 納 処 分 」 に 改 め 、 「 の 件 数 及 び こ れ 」 を 削 る 。

　 附 則 第 二 十 八 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 中 「 令 和 七 年 一 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 十 年 一 月 三

十 一 日 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２　 改 正 後 の 愛 知 県 県 税 条 例 第 四 十 二 条 の 八 の 規 定 は 、 令 和 六 年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税

の 賦 課 徴 収 に 関 す る 報 告 等 に つ い て 適 用 し 、 令 和 五 年 度 分 ま で の 個 人 の 県 民 税 の 賦 課 徴 収 に 関

す る 報 告 等 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 愛 知 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 一 号

　　　 愛 知 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 第 一 号 中 「 八 、 六 六 九 人 」 を 「 八 、 六 三 三 人 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 四 三 九 人 」

を 「 四 三 五 人 」 に 改 め 、 同 項 第 八 号 中
「　 八 、 七 八 四 人

　 三 、 三 二 〇 人

一 二 、 一 〇 四 人 」
を
「　 八 、 八 四 七 人

　 三 、 三 八 〇 人

一 二 、 二 二 七 人 」
に 改 め 、 同 項 第

十 四 号 中
「 一 七 、 九 六 七 人

一 〇 、 一 二 六 人 」
を
「 一 八 、 三 一 五 人

一 〇 、 三 一 〇 人 」
に 、
「　　　 三 二 八 人

二 八 、 四 六 三 人 」
を

「　　　 三 一 六 人

二 八 、 九 八 三 人 」
に 改 め 、 同 項 末 尾 の 計 中 「 六 六 、 二 四 八 人 」 を 「 六 六 、 八 五 一 人 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 七 項 中 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 七 年 三 月 三 十 一 日 」 に 、「 百 十 四 人 」 を 「 二 百

九 人 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 二 号

　　　 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 （ 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う
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に 改 正 す る 。

　　 附 則 第 十 二 項 中 「 附 則 別 表 第 一 」 を 「 附 則 別 表 」 に 改 め る 。

　　 附 則 第 十 三 項 中 「 第 三 十 五 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 」 に 改 め る 。

　 （ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 附 則 第 十 項 中 「 附 則 別 表 第 一 」 を 「 附 則 別 表 」 に 改 め る 。

　　 附 則 第 十 一 項 中 「 第 三 十 五 条 」 を 「 第 三 十 五 条 の 二 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例

附 則 第 十 二 項 の 改 正 規 定 及 び 第 二 条 中 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 附 則 第 十 項 の 改 正 規

定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 三 号

　　　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 中 「 単 身 赴 任 手 当 」 の 下 に 「 、 在 宅 勤 務 等 手 当 」 を 加 え る 。

　 第 十 一 条 第 二 項 第 二 号 中 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 の う ち 、 」 を 「 第 十 一 条 の 三 第 一 項 の 規

定 に よ り 在 宅 勤 務 等 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 及 び 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 （ 」 に 改 め 、 「 定 め る

職 員 」 の 下 に 「 に 限 る 。 ） 」 を 加 え る 。

　 第 十 一 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 在 宅 勤 務 等 手 当 ）

第 十 一 条 の 三　 住 居 そ の 他 こ れ に 準 ず る も の と し て 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 所 に お い て 、 正 規

の 勤 務 時 間 （ 休 暇 に よ り 勤 務 し な い 時 間 そ の 他 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 時 間 を 除 く 。 ） の 全 部 を

勤 務 す る こ と を 、 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 期 間 以 上 の 期 間 に つ い て 一 か 月 当 た り 平 均 十 日 を 超

え て 命 ぜ ら れ た 職 員 に は 、 在 宅 勤 務 等 手 当 を 支 給 す る 。

２　 在 宅 勤 務 等 手 当 の 月 額 は 、 三 千 円 と す る 。

３　 前 二 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 在 宅 勤 務 等 手 当 の 支 給 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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　 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 四 号

　　　 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　 第 六 条 第 一 項 第 二 号 ハ 中 「 指 導 」 を 「 援 助 」 に 改 め 、 同 号 ホ 中 「 に 対 す る 」 を 「 そ の 他 人 事 委

員 会 規 則 で 定 め る 者 に 対 す る 」 に 、 「 指 導 」 を 「 援 助 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 五 号

　　　 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 第 一 条 中 「 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 を 「 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 令 和

七 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 行 政 機 関 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 六 号

　　　 愛 知 県 行 政 機 関 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 行 政 機 関 設 置 条 例 （ 平 成 十 三 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 七 条 の 見 出 し を 「 （ 女 性 相 談 支 援 セ ン タ ー ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 売 春 防 止 法 （ 昭 和 三 十 一 年 法

律 第 百 十 八 号 ） 第 三 十 四 条 第 一 項 」 を 「 困 難 な 問 題 を 抱 え る 女 性 へ の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 令 和 四

年 法 律 第 五 十 二 号 ） 第 九 条 第 一 項 」 に 、 「 女 性 相 談 セ ン タ ー の 」 を 「 女 性 相 談 支 援 セ ン タ ー の 」 に
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改 め 、 同 条 の 表 中 「 愛 知 県 女 性 相 談 セ ン タ ー 」 を 「 愛 知 県 女 性 相 談 支 援 セ ン タ ー 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 婦 人 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す

る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 七 号

　　　 婦 人 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 婦 人 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 六 十 七 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 題 名 中 「 婦 人 保 護 施 設 」 を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 」 に 改 め る 。

　 第 一 条 中 「 婦 人 保 護 施 設 」 を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 」 に 、 「 売 春 防 止 法 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 十

八 号 ） 第 三 十 六 条 」 を 「 困 難 な 問 題 を 抱 え る 女 性 へ の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 令 和 四 年 法 律 第 五 十 二

号 ） 第 十 二 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

　 第 二 条 中 「 婦 人 保 護 施 設 」 を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 」 に 、 「 社 会 福 祉 を 目 的 と す る 事 業 」 を 「 女 性

の 人 権 」 に 、 「 熱 意 及 び 能 力 」 を 「 高 い 識 見 及 び 専 門 性 」 に 、 「 入 所 者 が 社 会 に お い て 」 を 「 社 会

に お い て 入 所 者 が そ の 置 か れ た 状 況 に 応 じ て 」 に 、 「 処 遇 」 を 「 支 援 」 に 改 め る 。

　 第 三 条 中 「 婦 人 保 護 施 設 」 を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 」 に 改 め る 。

　 第 四 条 第 一 項 中 「 婦 人 保 護 施 設 」 を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 婦 人 保 護 施

設 」 を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 」 に 、 「 処 遇 」 を 「 支 援 」 に 改 め る 。

　 第 五 条 を 削 る 。

　 第 六 条 中 「 第 二 条 か ら 前 条 ま で 」 を 「 前 三 条 」 に 、 「 ほ か 、 婦 人 保 護 施 設 」 を 「 ほ か 、 女 性 自 立

支 援 施 設 」 に 、「 婦 人 保 護 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 十 四 年 厚 生 労 働 省 令 第 四 十 九 号 ） 」

を 「 女 性 自 立 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 令 和 五 年 厚 生 労 働 省 令 第 三 十 六 号 ） 」 に 改 め 、

同 条 を 第 五 条 と す る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 指 定 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 及 び 愛 知 県 医 療 療 育 セ

ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　
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愛 知 県 条 例 第 十 八 号

指 定 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 及 び 愛 知 県 医 療 療

育 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 （ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 指 定 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年

愛 知 県 条 例 第 七 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 三 条 中 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」 を 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 」 に 改 め る 。

　　 第 四 条 第 一 項 中 「 、 医 療 型 児 童 発 達 支 援 」 を 削 る 。

　　 第 五 条 及 び 第 五 条 の 二 中 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 等 」 を 「 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 」

に 改 め る 。

　　 第 十 条 第 二 項 中 「 医 療 型 児 童 発 達 支 援 」 を 「 児 童 発 達 支 援 」 に 改 め る 。

　 （ 愛 知 県 医 療 療 育 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 愛 知 県 医 療 療 育 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 三 十 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　　 別 表 第 一 愛 知 県 医 療 療 育 総 合 セ ン タ ー の 項 中 「 の 指 導 、 」 を 「 に お け る 基 本 的 な 動 作 及 び 」 に 、

「 付 与 及 び 」 を 「 習 得 の た め の 支 援 並 び に 」 に 、 「 、 日 常 生 活 の 指 導 及 び 」 を 「 並 び に 日 常 生 活

に お け る 基 本 的 な 動 作 及 び 」 に 、 「 付 与 を 」 を 「 習 得 の た め の 支 援 を 」 に 改 め 、 同 表 愛 知 県 青 い

鳥 医 療 療 育 セ ン タ ー 及 び 愛 知 県 三 河 青 い 鳥 医 療 療 育 セ ン タ ー の 項 中 「 日 常 生 活 の 指 導 、 」 を 「 日

常 生 活 に お け る 基 本 的 な 動 作 及 び 」 に 、 「 付 与 及 び 」 を 「 習 得 の た め の 支 援 並 び に 」 に 、 「 日 常

生 活 に お け る 基 本 的 動 作 の 指 導 、 独 立 自 活 に 必 要 な 知 識 技 能 の 付 与 又 は 集 団 生 活 へ の 適 応 の た

め の 訓 練 及 び 治 療 を 提 供 す る 」 を 「 高 度 の 専 門 的 な 知 識 及 び 技 術 を 必 要 と す る 児 童 発 達 支 援 を

提 供 し 、 あ わ せ て 障 害 児 の 家 族 、 指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者 そ の 他 の 関 係 者 に 対 し 、 相 談 、 専

門 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 援 助 を 行 う 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 養 護 老 人 ホ ー ム 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公

布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 十 九 号

　　　 養 護 老 人 ホ ー ム 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 養 護 老 人 ホ ー ム 等 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 六 十

九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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　 第 二 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４　 養 護 老 人 ホ ー ム は 、 入 所 者 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、 必 要 な 体 制 の 整 備 を 行 う と

と も に 、 そ の 職 員 に 対 し 、 研 修 を 実 施 す る 等 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

　 第 六 条 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 四 項 ま で 」 に 改 め る 。

　 第 七 条 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 四 項 ま で 」 に 改 め 、 「 同 条 第 二 項 」 の 下 に 「 及 び 第 四

項 」 を 加 え る 。

　 第 十 一 条 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 四 項 ま で 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 号

指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正

す る 条 例

　 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛

知 県 条 例 第 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 目 次 中 「 第 六 章　 指 定 介 護 療 養 型 医 療 施 設 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 第 三 十 条 ― 第

三 十 四 条 ） 」 を 削 る 。

　 第 一 条 中｢ 並 び に 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三

十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 同 法 第 二 十 六 条 の 規 定 に よ る 改

正 前 の 法 （ 以 下 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 百 十 条 第 一 項 及 び 第 二 項｣ を 削 る 。

　 第 三 条 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

３　 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、 必 要 な 体 制 の 整 備

を 行 う と と も に 、 そ の 従 業 者 に 対 し 、 研 修 を 実 施 す る 等 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

４　 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス を 提 供 す る に 当 た っ て は 、 法 第 百 十 八 条 の 二

第 一 項 に 規 定 す る 介 護 保 険 等 関 連 情 報 そ の 他 必 要 な 情 報 を 活 用 し 、 適 切 か つ 有 効 に 行 う よ う 努

め な け れ ば な ら な い 。

　 第 十 二 条 第 三 項 中 「 （ 以 下 「 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 」 と い う 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

４　 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 入 所 者 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、 必 要 な 体 制 の 整 備 を

行 う と と も に 、 そ の 従 業 者 に 対 し 、 研 修 を 実 施 す る 等 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

５　 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 は 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 提 供 す る に 当 た っ て は 、 法 第 百 十 八
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条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 介 護 保 険 等 関 連 情 報 そ の 他 必 要 な 情 報 を 活 用 し 、 適 切 か つ 有 効 に 行 う

よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

　 第 十 三 条 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 五 項 ま で 」 に 改 め 、 「 同 条 第 二 項 」 の 下 に 「 及 び 第

四 項 」 を 加 え る 。

　 第 十 九 条 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 五 項 ま で 」 に 改 め 、 「 同 条 第 二 項 」 の 下 に 「 及 び 第

五 項 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 条 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 五 項 ま で 」 に 改 め 、 「 同 条 第 二 項 中 」 の 下 に 「 「 入

所 者 」 と あ る の は 「 入 居 者 」 と 、 」 を 加 え 、 「 あ る の は 、 」 を 「 あ る の は 」 に 、 「 読 み 替 え る 」 を 「 、

同 条 第 四 項 中 「 入 所 者 」 と あ る の は 「 入 居 者 」 と 、 同 条 第 五 項 中 「 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス 」

と あ る の は 「 介 護 保 健 施 設 サ ー ビ ス 」 と 読 み 替 え る 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 二 条 の 三 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 五 項 ま で 」 に 改 め 、 「 同 条 第 二 項 」 の 下 に 「 及

び 第 五 項 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 二 条 の 四 第 二 項 中 「 及 び 第 三 項 」 を 「 か ら 第 五 項 ま で 」 に 改 め 、 「 同 条 第 二 項 中 」 の 下 に

「 「 入 所 者 」 と あ る の は 「 入 居 者 」 と 、 」 を 加 え 、 「 あ る の は 、 」 を 「 あ る の は 」 に 、 「 読 み 替 え る 」

を 「 、 同 条 第 四 項 中 「 入 所 者 」 と あ る の は 「 入 居 者 」 と 、 同 条 第 五 項 中 「 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー

ビ ス 」 と あ る の は 「 介 護 医 療 院 サ ー ビ ス 」 と 読 み 替 え る 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 行 う 者 」 と 」 の 下 に 「 、 同 条 第 四 項 中 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス を 」 と あ る の

は 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス を 」 と 」 を 加 え る 。

　 第 六 章 を 削 る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 居 宅 療 養 管 理 指 導 に 係 る 指 定 居 宅 サ ー ビ ス の 事 業 を 行 う 者 に 係 る 改 正 後 の 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 第 三 条 第 三 項 の 規 定 及 び 介 護 予 防 居

宅 療 養 管 理 指 導 に 係 る 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 を 行 う 者 に 係 る 同 条 例 第 二 十 四 条 第 一 項 に

お い て 準 用 す る 同 条 例 第 三 条 第 三 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 令 和 九

年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 こ れ ら の 規 定 中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う に 努 め

な け れ ば 」 と す る 。

　 愛 知 県 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 一 号

　　　 愛 知 県 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 愛 知 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す
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る 。

　 第 八 条 第 一 項 第 一 号 イ ⑸ 中 「 第 六 条 の 二 の 二 第 三 項 」 を 「 第 七 条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 号 イ ⑹ 中

「 母 子 保 健 法 （ 昭 和 四 十 年 法 律 第 百 四 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 」 を 「 児 童 福 祉 法 第 十 条 の 二 」 に 、 「 母

子 健 康 包 括 支 援 セ ン タ ー 」 を 「 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 改 正 前 の 愛 知 県 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 以

下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 一 項 第 一 号 イ ⑹ に 掲 げ る 施 設 に お い て 助 産 師 の 業 務 に 従 事 し た

者 が 施 行 日 前 に 当 該 施 設 に お い て 当 該 業 務 に 従 事 し た 期 間 に 相 当 す る 期 間 は 、 改 正 後 の 愛 知 県

看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 一 項 第 一 号 イ ⑹ に 掲 げ る 施 設 に お い

て 助 産 師 の 業 務 に 従 事 し た 期 間 と み な す 。

３　 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 旧 条 例 第 八 条 第 一 項 第 一 号 イ ⑹ に 掲 げ る 施 設 に お い て 助 産 師 の 業 務

に 従 事 し て い る 者 が 施 行 日 以 後 に 引 き 続 き 当 該 施 設 に お い て 当 該 業 務 に 従 事 す る 場 合 の 当 該 引

き 続 き 従 事 す る 期 間 に 相 当 す る 期 間 は 、 新 条 例 第 八 条 第 一 項 第 一 号 イ ⑹ に 掲 げ る 施 設 に お い て

助 産 師 の 業 務 に 従 事 す る 期 間 と み な す 。

　 愛 知 県 看 護 師 養 成 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 二 号

　　　 愛 知 県 看 護 師 養 成 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 看 護 師 養 成 施 設 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

　　　 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 条 例

　 第 一 条 中 「 看 護 師 養 成 施 設 （ 以 下 「 養 成 施 設 」 を 「 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 （ 以 下 「 学 校 」

に 改 め 、 「 。 ） を 」 の 下 に 「 名 古 屋 市 昭 和 区 に 」 を 加 え る 。

　 第 二 条 の 見 出 し を 「 （ 業 務 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 養 成 施 設 の 名 称 、 位 置 及 び 業 務 は 、 別 表 第 一 」

を 「 学 校 に お け る 業 務 は 、 次 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 各 号 を 加 え る 。

　 一　 看 護 師 に 必 要 な 知 識 及 び 技 能 を 修 得 さ せ る こ と 。

　 二　 看 護 に 関 す る 知 識 及 び 技 能 の 向 上 を 図 る た め 、 看 護 職 員 に 対 し 研 修 を 行 う こ と 。

　 第 三 条 中 「 養 成 施 設 」 を 「 学 校 」 に 改 め る 。

　 第 四 条 の 見 出 し 中 「 施 設 」 を 「 学 校 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 養 成 施 設 」 を 「 学 校 」 に 改 め 、

同 項 第 二 号 中 「 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 」 を 「 学 校 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 養 成 施 設 」 を 「 学

校 」 に 、 「 及 び 修 業 年 限 は 、 別 表 第 二 の と お り 」 を 「 は 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六
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号 ） 第 九 十 条 第 一 項 の 規 定 に 該 当 す る 者 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３　 学 校 の 学 生 の 修 業 年 限 は 、 三 年 と す る 。

　 第 五 条 第 一 項 中 「 養 成 施 設 」 を 「 学 校 」 に 、 「 別 表 第 三 」 を 「 、 次 」 に 改 め 、 「 、 愛 知 県 立 総 合

看 護 専 門 学 校 に お け る 研 修 の 許 可 を 受 け た 者 か ら は 同 表 に 定 め る 額 の 研 修 料 を 」 を 削 り 、 同 項 に

次 の 各 号 を 加 え る 。

　 一　 入 学 料　 五 千 六 百 五 十 円

　 二　 授 業 料　 月 額　 九 千 九 百 円

　 第 五 条 第 六 項 中 「 第 四 項 」 を 「 第 五 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 中 第 五 項 を 第 六

項 と し 、 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で を 一 項 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２　 学 校 に お け る 研 修 の 許 可 を 受 け た 者 か ら は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 研 修 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号

に 定 め る 額 の 研 修 料 を 徴 収 す る 。

　 一　 看 護 教 員 養 成 研 修　 次 に 掲 げ る 研 修 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額

　　 イ　 専 任 教 員 の 養 成 に 係 る も の　 十 八 万 円

　　 ロ　 教 務 主 任 の 養 成 に 係 る も の　 三 十 六 万 円

　 二　 そ の 他 の 研 修　 研 修 の 種 別 ご と に 三 万 円 以 内 で 知 事 が 定 め る 額

　 第 六 条 中 「 養 成 施 設 」 を 「 学 校 」 に 、 「 こ れ 」 を 「 こ の 条 例 」 に 改 め る 。

　 第 八 条 並 び に 第 九 条 第 一 項 各 号 及 び 第 二 項 中 「 養 成 施 設 」 を 「 学 校 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 一 か ら 別 表 第 三 ま で を 削 る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２　 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 十 七 中
「

学
校

長
又

は
」

及 び
「

困
難

な
業

務
を

行
う

」
を 削 る 。

　 （ 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

３　 愛 知 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 別 表 第 六 看 護 師 養 成 施 設 入 学 検 定 事 務 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

愛 知 県 立 総

合 看 護 専 門

学 校 入 学 検

定 事 務

総 合 看 護 専 門

学 校 入 学 検 定

料

一 人 に つ き 四 、 四 〇 〇
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　 （ 愛 知 県 へ き 地 医 療 確 保 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 ）

４　 愛 知 県 へ き 地 医 療 確 保 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 一 条 中 「 又 は 県 立 愛 知 看 護 専 門 学 校 （ 以 下 「 県 立 の 看 護 専 門 学 校 」 と い う 。 ） 」 を 削 る 。

　　 第 二 条 中 「 県 立 の 看 護 専 門 学 校 」 を 「 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 」 に 改 め る 。

　　 第 四 条 第 一 項 中 「 在 学 し て い る 県 立 の 看 護 専 門 学 校 」 を 「 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 」 に 改

め る 。

　　 第 八 条 第 一 項 第 一 号 た だ し 書 、 第 十 条 第 二 号 及 び 第 十 号 並 び に 第 十 一 条 第 一 号 中 「 県 立 の 看

護 専 門 学 校 」 を 「 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 」 に 改 め る 。

　 （ 愛 知 県 へ き 地 医 療 確 保 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

５　 前 項 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 愛 知 県 へ き 地 医 療 確 保 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 に 規 定 す る 県 立 愛 知

看 護 専 門 学 校 に 在 学 し 、 へ き 地 医 療 確 保 看 護 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 に 対 す る 同 項 の 規 定 に

よ る 改 正 後 の 愛 知 県 へ き 地 医 療 確 保 看 護 修 学 資 金 貸 与 条 例 第 八 条 第 一 項 及 び 第 十 条 の 規 定 の 適

用 に つ い て は 、 同 項 第 一 号 た だ し 書 中 「 愛 知 県 立 総 合 看 護 専 門 学 校 」 と あ る の は 「 愛 知 県 看 護

師 養 成 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 六 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 二 号 ） に よ る 改 正 前 の 愛 知

県 看 護 師 養 成 施 設 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 十 九 号 ） に 規 定 す る 県 立 愛 知 看 護 専 門 学 校

（ 以 下 「 県 立 愛 知 看 護 専 門 学 校 」 と い う 。 ） 」 と 、 同 条 第 二 号 及 び 第 十 号 中 「 愛 知 県 立 総 合 看 護

専 門 学 校 」 と あ る の は 「 県 立 愛 知 看 護 専 門 学 校 」 と す る 。

　 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 任 意 入 院 者 の 症 状

等 の 報 告 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 三 号

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 任 意 入 院 者 の

症 状 等 の 報 告 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 任 意 入 院 者 の 症 状

等 の 報 告 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 題 名 、 第 一 条 及 び 第 二 条 中 「 第 三 十 八 条 の 二 第 三 項 」 を 「 第 三 十 八 条 の 二 第 二 項 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。
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　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 四 号

　　　 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 年 愛 知 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。

　 第 二 条 中 「 千 分 の 〇 ・ 〇 二 二 」 を 「 千 分 の 〇 ・ 四 一 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号

　　　 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例　

　 薬 物 の 濫 用 の 防 止 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

　 第 二 条 中 第 一 号 を 削 り 、 第 二 号 を 第 一 号 と し 、 同 条 第 三 号 中 「 第 二 条 第 一 号 」 を 「 第 二 条 第 一

項 第 一 号 」 に 、 「 、 同 条 第 四 号 」 を 「 （ 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 麻 薬 と み な さ れ る 物 を 含 む 。 ） 、 同

条 第 一 項 第 四 号 」 に 、 「 同 条 第 六 号 」 を 「 同 項 第 六 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 二 号 と し 、 同 条 中 第

四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号 か ら 第 七 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。

　 第 十 一 条 中 「 第 二 条 第 七 号 」 を 「 第 二 条 第 六 号 」 に 改 め る 。

　 第 十 二 条 第 一 項 中 「 第 二 条 第 七 号 」 を 「 第 二 条 第 六 号 」 に 、 「 第 六 号 」 を 「 第 五 号 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 大 麻 取 締 法 及 び 麻 薬 及 び 向 精 神 薬 取 締 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 五 年 法 律 第

八 十 四 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 六 号

　　　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 条 の 二 第 三 項 及 び 第 十 三 条 第 一 項 中 「 あ る の は 、 」 を 「 あ る の は 」 に 、 「 」 と す る 」 を 「 」

と 、 同 表 備 考 第 一 号 ヘ 中 「 知 事 が 」 と あ る の は 「 指 定 管 理 者 が 知 事 の 承 認 を 受 け て 」 と す る 」 に
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改 め る 。

　 別 表 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 使 用 料 の 項 中

「
普 通 自 動 車 一 台 一 時 間 に つ き 三 〇 〇

」
を

「
普 通 自 動 車

通 常 期 一 台 一 時 間 に つ き 三 〇 〇

に 改 め 、 同 表 備

混 雑 期 一 台 一 時 間 に つ き 五 〇 〇
」

考 第 一 号 に 次 の よ う に 加 え る 。

　　 ホ　 通 常 期　 混 雑 期 以 外 の 期 間 を い う 。

ヘ　 混 雑 期　 四 月 二 十 九 日 か ら 五 月 五 日 ま で 、 八 月 十 三 日 か ら 同 月 十 五 日 ま で 及 び 十 二 月 二

　 十 九 日 か ら 翌 年 一 月 三 日 ま で の 期 間 そ の 他 常 滑 市 セ ン ト レ ア に お け る 混 雑 が 予 想 さ れ る 期

間 と し て 知 事 が 定 め る 期 間 を い う 。

　 別 表 備 考 第 四 号 中 「 次 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 」 を 「 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用

地 へ の 入 場 の 時 か ら 百 二 十 時 間 を 経 過 し た 時 ま で の 利 用 時 間 に つ い て 、 前 二 号 の 規 定 に よ り 利 用

時 間 二 十 四 時 間 ま で ご と に 計 算 し て 得 た 額 を 合 計 し た 」 に 改 め 、 イ か ら ハ ま で を 削 り 、 同 号 を 同

表 備 考 第 五 号 と し 、 同 表 備 考 第 三 号 中 「 自 動 車 ご と 」 を 「 大 型 自 動 車 又 は 二 輪 自 動 車 に つ い て 自

動 車 ご と 」 に 改 め 、 同 号 イ を 次 の よ う に 改 め る 。

　　 イ　 大 型 自 動 車　 五 千 円

　 別 表 備 考 第 三 号 中 ロ を 削 り 、 ハ を ロ と し 、 同 号 を 同 表 備 考 第 四 号 と し 、 同 表 備 考 第 二 号 の 次 に

次 の 一 号 を 加 え る 。

三　 普 通 自 動 車 に つ い て 自 動 車 ご と に 許 可 を 受 け て 利 用 す る 場 合 （ そ の 利 用 時 間 が 百 二 十 時 間

以 内 で あ る 場 合 に 限 る 。 ） の 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 使 用 料 の 額 は 、 利 用 時 間 二 十 四 時 間 ま で

ご と に 区 分 し 、 当 該 二 十 四 時 間 ま で ご と の 利 用 時 間 が 始 ま る 時 刻 の 属 す る 日 が 通 常 期 内 に あ

る と き は 当 該 二 十 四 時 間 ま で の 利 用 時 間 の 全 部 が 通 常 期 内 に あ る も の と 、 当 該 日 が 混 雑 期 内

に あ る と き は 当 該 二 十 四 時 間 ま で の 利 用 時 間 の 全 部 が 混 雑 期 内 に あ る も の と し て そ れ ぞ れ 計

算 す る も の と し 、 そ の 計 算 し て 得 た 額 が 、 次 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 額 を

超 え る と き は 、 当 該 定 め る 額 と す る 。

　　 イ　 通 常 期　 千 六 百 円

　　 ロ　 混 雑 期　 三 千 円　

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 令 和 六 年 四 月 一 日 前 に 自 動 車 ご と に 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 の 利 用 の 許 可 を 受 け た 者 が 同 日

以 後 に 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 か ら 自 動 車 を 出 場 さ せ る 場 合 に お け る 当 該 利 用 に 係 る 駐 車 場 ・
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屋 外 展 示 等 用 地 使 用 料 の 額 に つ い て は 、 改 正 後 の 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 別 表 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 愛 知 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 七 号

　　　 愛 知 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 流 域 下 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 五 年 愛 知 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

　 第 三 条 第 二 項 の 表 日 光 川 下 流 流 域 下 水 道 の 項 中 「 津 島 市 」 の 下 に 「 、 稲 沢 市 」 を 加 え る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 漁 港 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 八 号

　　　 愛 知 県 漁 港 管 理 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 （ 愛 知 県 漁 港 管 理 条 例 及 び 愛 知 県 漁 港 土 砂 採 取 料 等 徴 収 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 漁 港 漁 場 整 備 法 」 を 「 漁 港 及 び 漁 場 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 」

に 改 め る 。

一　 愛 知 県 漁 港 管 理 条 例 （ 昭 和 三 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 号 ） 第 一 条 及 び 第 十 一 条 第 一 項 第 二

号

　 二　 愛 知 県 漁 港 土 砂 採 取 料 等 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 十 六 号 ） 第 一 条

　 （ 愛 知 県 臨 港 地 区 分 区 内 構 築 物 規 制 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 愛 知 県 臨 港 地 区 分 区 内 構 築 物 規 制 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

　　 別 表 第 三 第 四 号 中 「 電 気 事 業 者 に よ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気 の 調 達 に 関 す る 特 別 措 置 法 」

を 「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 電 気 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 」 に 、 「 第 二 条 第 三 項 」 を 「 第

二 条 第 二 項 」 に 改 め る 。

　　 別 表 第 四 第 二 号 中 「 漁 港 漁 場 整 備 法 」 を 「 漁 港 及 び 漁 場 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 中 愛 知 県 臨 港 地 区 分 区 内 構 築 物



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-45-

第489号

規 制 条 例 別 表 第 三 第 四 号 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 名 古 屋 飛 行 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 二 十 九 号

　　　 愛 知 県 名 古 屋 飛 行 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 名 古 屋 飛 行 場 条 例 （ 平 成 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 附 則 第 三 項 、 第 五 項 及 び 第 六 項 中 「 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 九 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改

め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 号

　　　 愛 知 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 県 営 住 宅 条 例 （ 昭 和 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 条 第 一 項 第 一 号 中 「 同 じ 」 を 「 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） 、 児 童 （ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 二 十 七 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 に よ り 同 法 第 六 条 の 四 に 規 定 す る 里 親 で あ る

入 居 者 又 は 同 居 者 に 委 託 さ れ て い る 児 童 を い う 。 ） 又 は 親 族 に 準 ず る 者 と し て 規 則 で 定 め る も の

（ 以 下 こ れ ら を 「 親 族 等 」 と い う 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 親 族 」 を 「 親 族 等 」 に 改 め る 。

　 第 六 条 第 五 項 第 五 号 、 第 二 十 二 条 第 一 号 及 び 第 五 号 並 び に 第 二 十 五 条 第 五 項 中 「 親 族 」 を 「 親

族 等 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 一 号

　　　 愛 知 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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　 目 次 中 「 第 二 節　 設 備 （ 第 三 十 六 条 ― 第 四 十 条 ） 」 を

「 第 二 節　 設 備 （ 第 三 十 六 条 ― 第 四 十 条 ）

第 三 節　 雑 則 （ 第 四 十 条 の 二 ） 」
に 改 め る 。

　 第 十 九 条 第 一 項 中 「 第 百 二 十 八 条 の 六 第 一 項 」 を 「 第 百 二 十 八 条 の 七 第 一 項 」 に 改 め る 。

　 第 三 十 一 条 か ら 第 三 十 五 条 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

　 （ 地 下 道 の 幅 ）

第 三 十 一 条　 地 下 道 の 幅 は 、 両 側 が 構 え と 接 す る 地 下 道 に あ つ て は 六 メ ー ト ル 以 上 、 そ の 他 の も

の に あ つ て は 五 メ ー ト ル 以 上 と し な け れ ば な ら な い 。

　 （ 地 下 道 の 天 井 ま で の 高 さ ）

第 三 十 二 条　 地 下 道 の 天 井 ま で の 高 さ は 、 三 メ ー ト ル 以 上 と し な け れ ば な ら な い 。

　 （ 地 下 道 の 勾 配 ）

第 三 十 三 条　 地 下 道 （ 階 段 部 分 を 除 く 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） に 勾 配 を 付 け る 場 合 は 、 そ の 勾 配 は 、

次 に 定 め る と こ ろ に よ ら な け れ ば な ら な い 。

　 一　 十 五 分 の 一 以 下 と す る こ と 。

　 二　 粗 面 と し 、 又 は 滑 り に く い 材 料 で 仕 上 げ る こ と 。

　 （ 地 下 道 の 段 ）

第 三 十 四 条　 地 下 道 に 段 を 設 け て は な ら な い 。

　 （ 直 通 階 段 ）

第 三 十 五 条　 長 さ が 六 十 メ ー ト ル を 超 え る 地 下 道 に あ つ て は 、 避 難 上 安 全 な 地 上 に 通 ず る 直 通 階

段 で 令 第 二 十 三 条 第 一 項 の 表 の ㈡ に 適 合 す る も の を 設 け な け れ ば な ら な い 。

２　 前 項 の 場 合 に お い て 、 各 構 え の 接 す る 部 分 か ら 同 項 の 直 通 階 段 の 一 に 至 る 歩 行 距 離 は 、 三 十

メ ー ト ル 以 下 と な る よ う に し な け れ ば な ら な い 。

　 第 五 章 に 次 の 一 節 を 加 え る 。

　　　　 第 三 節　 雑 則

　 （ 適 用 除 外 ）

第 四 十 条 の 二　 地 下 街 の 構 造 及 び 設 備 の 状 況 に よ り 知 事 が 避 難 上 支 障 が な い と 認 め る 場 合 は 、 第

二 十 八 条 、 第 三 十 一 条 、 第 三 十 二 条 、 第 三 十 三 条 第 一 号 、 第 三 十 四 条 及 び 第 三 十 五 条 第 二 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。

２　 令 第 百 二 十 八 条 の 三 第 六 項 の 規 定 に 基 づ く 条 例 を 制 定 し て い る 市 町 村 の 区 域 に つ い て は 、 当

該 市 町 村 の 条 例 に 規 定 す る 事 項 と 同 一 の 事 項 に 係 る 前 二 節 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

　 第 四 十 二 条 中 「 こ の 条 例 」 の 下 に 「 （ 第 五 章 第 一 節 及 び 第 二 節 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 こ え る 」 を

「 超 え る 」 に 、 「 附 加 す る 」 を 「 付 加 す る 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）
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１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 の 一 部 改 正 ）

２　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 （ 平 成 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 別 表 第 十 二 の 十 九 の 項 中 （ 八 ） か ら （ 十 一 ） ま で を 削 り 、 （ 十 二 ） を （ 八 ） と し 、 （ 八 ） の 次

に 次 の よ う に 加 え る 。

（ 九 ）　 条 例 第 四 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 下 街 の 構 造 に つ い て 支 障

が な い と 認 め る こ と 。

　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 二 号

　　　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 事 務 処 理 特 例 条 例 （ 平 成 十 一 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 十 二 の 二 の 項 中 「 い う 。 ） 、 」 を 「 い う 。 ） 、 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 政 令 」

と い う 。 ） 、 」 に 、 「 並 び に 条 例 」 を 「 、 政 令 第 百 三 十 七 条 の 十 二 第 六 項 及 び 第 七 項 並 び に 条 例 」 に 、

「 建 築 基 準 法 施 行 令 」 を 「 政 令 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 三 号

　　　 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 （ 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 愛 知 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 四 条 第 一 項 、 第 五 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 七 条 中 「 、 愛 知 県 青 年 の 家 」 を 削 る 。

　　 別 表 第 一 愛 知 県 青 年 の 家 の 項 を 削 る 。

　　 別 表 第 二 愛 知 県 青 年 の 家 の 項 を 削 り 、 同 表 備 考 第 一 号 ホ 中 「 、 愛 知 県 青 年 の 家 に あ つ て は 午

前 八 時 か ら 午 前 九 時 ま で 、 正 午 か ら 午 後 一 時 ま で 、 午 後 五 時 か ら 午 後 六 時 ま で 及 び 午 後 九 時 か

ら 午 後 十 時 ま で を 」 を 削 り 、 同 表 備 考 第 四 号 中 イ を 削 り 、 ロ を イ と し 、 ハ を ロ と す る 。

　　 別 表 第 四 に 次 の 二 項 を 加 え る 。
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多 目 的 室 一 、 多 目 的 室 二 、 多 目 的 室 三 又 は 多 目 的 室

四 一 時 間 に つ き 九 〇 〇

打 合 せ 室 一 、

打 合 せ 室 二 、

打 合 せ 室 三 、

打 合 せ 室 四 、

打 合 せ 室 五 、

打 合 せ 室 六 、

打 合 せ 室 七 又

は 打 合 せ 室 八

一 回 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇

ス タ ッ フ 控 室

一 一 回 に つ き 五 、 〇 〇 〇

ス タ ッ フ 控 室

二 、 ス タ ッ フ

控 室 三 又 は ス

タ ッ フ 控 室 四

一 回 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇

ス タ ッ フ 控 室

五 又 は ス タ ッ

フ 控 室 六

一 回 に つ き 二 〇 、 〇 〇 〇

報 道 関 係 室 又

は 報 道 控 室 一 回 に つ き 三 〇 、 〇 〇 〇

ア リ ー ナ 附 属 施 設
店 舗 ス ペ ー ス

一 、 店 舗 ス

ペ ー ス 二 、 店

舗 ス ペ ー ス

三 、 店 舗 ス

ペ ー ス 四 、 店

舗 ス ペ ー ス

五 、 店 舗 ス

ペ ー ス 六 、 店

舗 ス ペ ー ス

七 、 店 舗 ス

ペ ー ス 八 、 店

舗 ス ペ ー ス

九 、 店 舗 ス

ペ ー ス 十 、 店

舗 ス ペ ー ス 十

一 、 店 舗 ス

ペ ー ス 十 二 又

は ラ ン ド リ ー
一 回 に つ き 五 、 〇 〇 〇

来 館 者 一 時 預

か り 室 、 救 護

室 一 又 は 救 護

室 二

一 回 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇

イ ベ ン ト ス

ペ ー ス 又 は パ

ン ト リ ー

一 回 に つ き 二 〇 、 〇 〇 〇

ド ー ピ ン グ 検

査 室 一 又 は

ド ー ピ ン グ 検

査 室 二

一 回 に つ き 四 〇 、 〇 〇 〇
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楽 屋 一 、 楽 屋

二 、 楽 屋 三 、

楽 屋 四 又 は 楽

屋 五

一 回 に つ き 一 〇 、 〇 〇 〇

楽 屋 六 一 回 に つ き 一 五 、 〇 〇 〇

楽 屋 七 、 楽 屋

八 、 楽 屋 九 又

は 楽 屋 十

一 回 に つ き 二 五 、 〇 〇 〇

ロ ッ カ ー 室

一 、 ロ ッ カ ー

室 二 、 ロ ッ

カ ー 室 三 又 は

ロ ッ カ ー 室 四
一 回 に つ き 三 〇 、 〇 〇 〇

券 売 所 一 回 に つ き 二 〇 、 〇 〇 〇

　　 別 表 第 四 備 考 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

七　 一 回　 利 用 開 始 日 の 翌 日 の 午 前 九 時 ま で を 限 度 と す る 利 用 又 は 当 該 午 前 九 時 以 後 に 引 き

続 い て 利 用 す る 時 間 二 十 四 時 間 ま で ご と の 利 用 を い う 。

　 （ 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 四 年 愛 知 県 条 例

第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　 第 九 条 の 次 に 一 章 及 び 章 名 を 加 え る 改 正 規 定 の う ち 第 九 条 の 三 に 係 る 部 分 を 次 の よ う に 改 め

る 。

　　 （ 施 設 の 利 用 ）

第 九 条 の 三　 次 に 掲 げ る 者 は 、 愛 知 県 新 体 育 館 の 利 用 に つ い て 指 定 管 理 者 の 許 可 を 受 け な け れ

ば な ら な い 。

　　 一　 愛 知 県 新 体 育 館 を 利 用 し て 、 体 育 大 会 、 競 技 会 、 研 修 会 等 を 開 催 し よ う と す る 者

　　 二　 愛 知 県 新 体 育 館 の ア リ ー ナ 、 多 目 的 ホ ー ル そ の 他 の 施 設 を 利 用 し よ う と す る 者

２　 ア リ ー ナ 附 属 施 設 は 、 メ イ ン ア リ ー ナ を 利 用 す る 者 で な け れ ば 、 利 用 す る こ と が で き な い 。

た だ し 、 指 定 管 理 者 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

３　 指 定 管 理 者 は 、 愛 知 県 新 体 育 館 の 管 理 上 必 要 が あ る と き は 、 第 一 項 の 許 可 に 条 件 を 付 け る

こ と が で き る 。

　　 第 九 条 の 次 に 一 章 及 び 章 名 を 加 え る 改 正 規 定 の う ち 第 九 条 の 五 に 係 る 部 分 中 「 第 九 条 の 三 第

二 項 」 を 「 第 九 条 の 三 第 三 項 」 に 改 め る 。

　　 第 十 一 条 第 二 項 第 一 号 の 改 正 規 定 中 「 第 九 条 の 三 第 二 項 」 を 「 第 九 条 の 三 第 三 項 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 中 愛 知 県 ス ポ ー ツ 施 設 及 び 社 会 教 育 施 設
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条 例 第 四 条 第 一 項 、 第 五 条 第 一 項 第 二 号 、 第 七 条 、 別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 の 改 正 規 定 は 、 令 和 六

年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 証 紙 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 四 号

　　　 愛 知 県 証 紙 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 証 紙 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 た だ し 書 中 「 行 う 場 合 」 の 下 に 「 又 は 地 方 自 治 法 第 二 百 三 十 一 条 の 二 の 二 の 規 定 に よ り

指 定 納 付 受 託 者 に 納 付 を 委 託 す る 場 合 」 を 加 え る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 五 号

　　　 愛 知 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例　

　 愛 知 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 五 年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　 第 八 条 第 一 項 第 三 号 中 「 二 十 六 円 」 を 「 三 十 二 円 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 改 正 後 の 愛 知 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 第 八 条 第 一 項 第 三 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 限 り 、 同 号 中 「 三 十 二 円 」 と あ る の

は 、 「 二 十 八 円 」 と す る 。

　 愛 知 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 六 号

　　　 愛 知 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 立 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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　 第 一 条 中 「 定 め る 」 の 下 に 「 中 学 校 、 」 を 加 え る 。

　 別 表 第 一 愛 知 県 立 旭 丘 高 等 学 校 の 項 の 前 に 次 の 五 項 を 加 え る 。

愛 知 県 立 明 和 高 等 学 校 附 属 中 学 校 名 古 屋 市 東 区

愛 知 県 立 と よ は し 中 学 校 豊 橋 市

愛 知 県 立 半 田 高 等 学 校 附 属 中 学 校 半 田 市

愛 知 県 立 津 島 高 等 学 校 附 属 中 学 校 津 島 市

愛 知 県 立 刈 谷 高 等 学 校 附 属 中 学 校 刈 谷 市

別 表 第 一 愛 知 県 立 御 津 あ お ば 高 等 学 校 の 項 中 「 定 時 制 課 程 」 を 「 定 時 制 課 程　 通 信 制 課 程 」 に 改 め 、 同 表 愛

知 県 立 豊 野 高 等 学 校 の 項 、 愛 知 県 立 佐 屋 高 等 学 校 の 項 及 び 愛 知 県 立 武 豊 高 等 学 校 の 項 中 「 全 日 制

課 程 」 を
「 全 日 制 課 程

　 定 時 制 課 程

　 通 信 制 課 程 」
に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 の 改 正 規 定 及 び 別 表 第 一 愛 知 県

立 旭 丘 高 等 学 校 の 項 の 前 に 五 項 を 加 え る 改 正 規 定 （ 愛 知 県 立 と よ は し 中 学 校 に 関 す る 部 分 に 限

る 。 ） は 、 令 和 六 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 七 号

　　　 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 目 次 中 「 ・ 第 十 五 条 」 を 「 ― 第 十 五 条 の 二 」 に 、 「 第 三 十 一 条 」 を 「 第 三 十 二 条 」 に 改 め る 。

　 第 十 四 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 名 義 利 用 等 の 禁 止 ）

第 十 四 条 の 二　 暴 力 団 員 は 、 自 ら が 暴 力 団 員 で あ る 事 実 を 隠 蔽 す る 目 的 で 、 他 人 の 名 義 を 利 用 し
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て は な ら な い 。

２　 何 人 も 、 暴 力 団 員 が 前 項 の 規 定 に 違 反 す る こ と と な る こ と の 情 を 知 っ て 、 暴 力 団 員 に 対 し 、

自 己 又 は 他 人 の 名 義 を 利 用 さ せ て は な ら な い 。

　 第 三 章 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 祭 礼 等 に お け る 措 置 ）

第 十 五 条 の 二　 祭 礼 、 花 火 大 会 、 興 行 そ の 他 の 公 共 の 場 所 に 不 特 定 又 は 多 数 の 者 が 一 時 的 に 集 合

す る 行 事 （ 以 下 「 祭 礼 等 」 と い う 。 ） の 主 催 者 及 び そ の 運 営 に 携 わ る 者 は 、 暴 力 団 の 活 動 を 助 長

し 、 又 は 暴 力 団 の 運 営 に 資 す る こ と と な ら な い よ う に 、 暴 力 団 若 し く は 暴 力 団 員 又 は こ れ ら と

密 接 な 関 係 を 有 す る 者 を 祭 礼 等 に 関 与 さ せ な い こ と そ の 他 の 暴 力 団 の 排 除 の た め に 必 要 な 措 置

を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

第 十 八 条 第 二 項 中 「 前 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 」 を 「 前 二 項 の 規 定 」 に 改 め 、 「 同 項 の 規 定 の 」 を

削 り 、 「 つ い て は 」 の 下 に 「 、 こ れ ら の 規 定 の う ち 当 該 施 行 又 は 適 用 に 係 る 規 定 は 」 を 加 え 、 同 項

を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２　 暴 力 団 事 務 所 は 、 都 市 計 画 法 （ 昭 和 四 十 三 年 法 律 第 百 号 ） 第 八 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 第

一 種 低 層 住 居 専 用 地 域 、 第 二 種 低 層 住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 、 第 二 種 中 高 層

住 居 専 用 地 域 、 第 一 種 住 居 地 域 、 第 二 種 住 居 地 域 、 準 住 居 地 域 、 田 園 住 居 地 域 、 近 隣 商 業 地 域 、

商 業 地 域 、 準 工 業 地 域 及 び 工 業 地 域 （ こ れ ら の 地 域 か ら 前 項 に 規 定 す る 区 域 を 除 く 。 ） に お い て

は 、 こ れ を 開 設 し 、 又 は 運 営 し て は な ら な い 。

第 二 十 二 条 の 見 出 し 中 「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 接 客 業 （ そ

の 業 務 に 事 業 所 又 は 事 業 所 か ら 派 遣 さ れ た 場 所 に お い て 不 特 定 多 数 の 客 （ 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制

条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 六 号 に 規 定 す る 利 用 者 を 含 む 。 ） に 接 す る 業 務

を 含 む 事 業 を い う 。 ） で あ っ て 」 を 削 り 、 「 に 該 当 す る も の （ 以 下 「 特 定 接 客 業 」 を 「 （ 以 下 「 特 定

事 業 」 に 、 「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」 に 、 「 特 定 接 客 業 の 事 業 」 を 「 特 定 事 業 」 に 改 め 、

「 そ の 事 業 所 に お け る 」 を 削 り 、 同 項 各 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一　 接 客 業 （ そ の 業 務 に 事 業 所 又 は 事 業 所 か ら 派 遣 さ れ た 場 所 に お い て 不 特 定 多 数 の 客 （ 愛 知

県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 四 号 ） 第 二 条 第 六 号 に 規 定 す る 利 用 者

を 含 む 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ） に 接 す る 業 務 を 含 む 事 業 を い う 。 ） で あ っ て 次 に 掲 げ る 事 業 の

い ず れ か に 該 当 す る も の

イ　 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 二 号 。

以 下 「 風 営 適 正 化 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 風 俗 営 業

ロ　 風 営 適 正 化 法 第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 （ 同 条 第 七 項 に 規 定 す る 無 店

舗 型 性 風 俗 特 殊 営 業 （ 同 項 第 二 号 に 該 当 す る 営 業 に 限 る 。 ） 、 同 条 第 八 項 に 規 定 す る 映 像 送

信 型 性 風 俗 特 殊 営 業 又 は 同 条 第 十 項 に 規 定 す る 無 店 舗 型 電 話 異 性 紹 介 営 業 を 除 く 。 ）

ハ　 風 営 適 正 化 法 第 二 条 第 十 三 項 に 規 定 す る 接 客 業 務 受 託 営 業
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ニ　 設 備 を 設 け て 客 に 飲 食 を さ せ る 営 業 で 食 品 衛 生 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 百 三 十 三 号 ）

第 五 十 五 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け て 営 む も の （ 風 営 適 正 化 法 第 二 条 第 四 項 に 規 定 す る 接 待 飲

食 等 営 業 又 は 同 条 第 六 項 に 規 定 す る 店 舗 型 性 風 俗 特 殊 営 業 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）

ホ　 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 第 二 条 第 四 号 に 規 定 す る 特 定 風 俗 案 内 業

ヘ　 イ か ら ホ ま で に 掲 げ る も の の ほ か 、 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る 事 業

二　 道 路 そ の 他 の 公 共 の 場 所 に お い て 、 不 特 定 の 者 に 対 し 、 次 に 掲 げ る 行 為 の い ず れ か を 行 う

事 業 （ 前 号 に 掲 げ る 事 業 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ）

イ　 前 号 に 掲 げ る 事 業 に 関 し 、 客 と な る よ う に 勧 誘 す る こ と 。

ロ　 前 号 に 掲 げ る 事 業 に 関 し 、 人 に 呼 び 掛 け て 、 又 は ビ ラ 、 パ ン フ レ ッ ト そ の 他 の 物 品 を 配

布 し て 、 若 し く は 提 示 し て 客 と な る よ う に 誘 引 す る こ と 。

ハ　 前 号 に 掲 げ る 事 業 に 係 る 役 務 に 従 事 す る よ う に 勧 誘 す る こ と 。

ニ　 写 真 又 は 映 像 の 被 写 体 と な る 役 務 で あ っ て 、 対 価 を 伴 う も の に 従 事 す る よ う に 勧 誘 す る

こ と 。

第 二 十 二 条 第 二 項 中 「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」 に 、「 特 定 接 客 業 の 事 業 」 を 「 特 定 事 業 」

に 、 「 事 業 を 」 を 「 特 定 事 業 を 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」 に 、 「 特

定 接 客 業 の 事 業 」 を 「 特 定 事 業 」 に 改 め る 。

第 二 十 三 条 第 一 項 中 「 特 定 接 客 業 の 事 業 」 を 「 特 定 事 業 」 に 、「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」

に 改 め 、 「 そ の 事 業 所 に お け る 」 を 削 り 、 同 条 第 二 項 中 「 特 定 接 客 業 の 事 業 」 を 「 特 定 事 業 」 に 、

「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」 に 、 「 事 業 を 」 を 「 特 定 事 業 を 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 特 定

接 客 業 の 事 業 」 を 「 特 定 事 業 」 に 、 「 特 定 接 客 業 者 」 を 「 特 定 事 業 者 」 に 改 め る 。

第 二 十 四 条 の 見 出 し を 「 （ 調 査 及 び 立 入 検 査 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 第 十 四 条 」 の 下 に 「 、 第 十 四

条 の 二 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の 三 項 を 加 え る 。

２　 公 安 委 員 会 は 、 第 十 八 条 第 二 項 の 規 定 の 違 反 の 事 実 を 明 ら か に す る た め に 必 要 な 限 度 に お い

て 、 同 項 の 規 定 に 違 反 す る 行 為 を し た 疑 い が あ る と 認 め ら れ る 者 そ の 他 の 関 係 者 に 対 し 、 公 安

委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 説 明 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め 、 又 は 警 察 職 員 に 、 同 項 に

規 定 す る 地 域 内 の 暴 力 団 事 務 所 で あ る 疑 い が あ る と 認 め ら れ る 施 設 若 し く は 施 設 の 区 画 さ れ た

部 分 に 立 ち 入 り 、 設 備 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で

き る 。

３　 前 項 の 規 定 に よ り 立 入 検 査 を 行 う 警 察 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 に 提

示 し な け れ ば な ら な い 。

４　 第 二 項 の 規 定 に よ る 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈 し て は な ら な い 。

　 第 二 十 五 条 中 「 第 十 四 条 」 の 下 に 「 、 第 十 四 条 の 二 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 六 条 第 一 項 中 「 第 二 十 四 条 」 を 「 第 二 十 四 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 七 条 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 と し て 次 の 一 項 を 加 え る 。
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公 安 委 員 会 は 、 第 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に 違 反 し て 暴 力 団 事 務 所 が 開 設 さ れ 、 又 は 運 営 さ れ た

と き は 、 当 該 暴 力 団 事 務 所 を 開 設 し 、 又 は 運 営 す る 者 に 対 し 、 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 当 該 暴 力 団 事 務 所 の 開 設 又 は 運 営 を 中 止 す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

　 第 二 十 九 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 四　 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た 者

　 第 三 十 条 中 「 第 二 十 七 条 」 を 「 第 二 十 七 条 第 二 項 」 に 改 め る 。

第 三 十 一 条 第 一 項 中 「 前 条 」 を 「 前 二 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 三 十 二 条 と し 、 第 三 十 条 の 次 に 次

の 一 条 を 加 え る 。

第 三 十 一 条　 第 二 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 説 明 を せ ず 、 若 し く は 資 料 の 提 出 を せ ず 、 若 し く は

同 項 の 規 定 に よ る 説 明 若 し く は 資 料 の 提 出 に つ い て 虚 偽 の 説 明 を し 、 若 し く は 虚 偽 の 資 料 を 提

出 し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 若 し く は 同 項 の 規 定 に

よ る 質 問 に 対 し て 答 弁 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 答 弁 を し た 者 は 、 二 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 の 一 部 改 正 ）

２　 愛 知 県 風 俗 案 内 所 規 制 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 愛 知 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
第 五 条 第 四 号 中 「 第 十 四 条 第 一 項 」 の 下 に 「 、 第 十 四 条 の 二 第 二 項 」 を 加 え る 。

　 愛 知 県 立 愛 知 病 院 条 例 を 廃 止 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 八 号

　　　 愛 知 県 立 愛 知 病 院 条 例 を 廃 止 す る 条 例

　 愛 知 県 立 愛 知 病 院 条 例 （ 令 和 二 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 五 号 ） は 、 廃 止 す る 。

　　　 附　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 愛 知 県 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

２　 愛 知 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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別 表 第 十 八 病 院 診 療 所 事 務 の 項 中
「 愛 知 県 医

療 療 育 総

合 セ ン

タ ー
愛 知 県 立

愛 知 病 院

あ い ち 健

康 の 森 健

康 科 学 総

合 セ ン

タ ー 」
を

「 愛 知 県 医

療 療 育 総

合 セ ン

タ ー
あ い ち 健

康 の 森 健

康 科 学 総

合 セ ン

タ ー 」
に 改 め る 。

　 あ い ち 医 療 応 援 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 九 号

　　　 あ い ち 医 療 応 援 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例

　 あ い ち 医 療 応 援 基 金 条 例 （ 令 和 二 年 愛 知 県 条 例 第 三 十 六 号 ） は 、 廃 止 す る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 令 和 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 六 年 三 月 二 十 六 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 四 十 号

　　　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 中 小 企 業 金 融 支 援 基 金 条 例 （ 令 和 三 年 愛 知 県 条 例 第 二 号 ） は 、

廃 止 す る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

 
 



令和６年３月26日　　　　　火曜日　　　　愛  知  県  公  報

-56-

第489号




